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謹賀新年

▲バンブーダンスに挑戦。うまくできるかな？ ▲世界の言葉で楽しく遊ぶ子どもたち

▲ボランティアのお姉さんと一緒に楽しくダンシング！（ケニアの踊り）

▲海外出身者や県内の国際支援団体など、100名を超えるスタッフが参加。来場者と楽しくふれあいました。

1月号の主な内容
新年のあいさつ
市民が選んだ2006年10大ニュース
新春対談
市民税・県民税の申告相談
小中学校クリーン作戦
まちかどズームイン
叙勲受賞者紹介
市民文芸・市内イベント情報
マイサークル・国際コーナー
くらし百科
１月のごみ収集日
市内施設のイベント情報
しろいし・フレッシュマーケットだよりほか
各種募集
社会教育通信
子育て情報
健康のひろば
お知らせほか
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　12月３日、中央公民館で「みやぎ国際協力のつどいin白石」
が開催されました。この催しは、県南地域の国際協力や国際理
解を深めようと、市国際交流協会と独立行政法人国際協力機構
（JICA)東北支部が主催したものです。
　世界20数カ国に及ぶブースが立ち並び、国際色豊かな雰囲気
に包まれた会場では、ステージイベントやパネル展示などが行
われ、訪れた約600人の来場者を楽しませたほか、途上国の子
どもたちを支援するため、主催者が呼び掛けた学用品などの提
供では、書き損じハガキ430枚のほか、定規やコンパスなどが
多数集まり、国際協力への関心の高さが感じられました。

世界に広げよう、交流と支援の輪を
～みやぎ国際協力のつどいin白石～
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新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
長
に
就
任
し
て
は
や
２
年
２
カ
月
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
市
民
の

皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
市
政
運
営
に
全
力
を
傾
注
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
い
じ
め
」
や
「
虐
待
」
が
深

刻
な
社
会
問
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
明
日
を

担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
社
会
全
体
で
見

守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
務
員
に
よ
る
飲
酒
運
転
や
夕
張

市
の
財
政
破
た
ん
、
談
合
に
よ
る
知
事
の
逮

捕
な
ど
、
自
治
体
に
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

当
市
の
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
小
原

地
区
に
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
大
吊つ
り

橋
が
開

通
、
白
石
城
薪
能
や
田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ

ア
ー
の
開
催
、
白
石
藩ふ
ぁ
ん

倶く

楽ら

部ぶ

事
業
や
歩
い

て
楽
し
め
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
城
下
町

回
遊
ル
ー
ト
整
備
な
ど
、
新
た
な
魅
力
を
県

内
外
に
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
も
、
こ
の
施
設
に

移
管
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て

開
始
し
た
「
し
ろ
い
し
安
心
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
」
は
、
よ
り
迅
速
で
正
確
な
情
報

提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
多

く
の
地
域
で
自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
る

よ
う
、
自
主
防
災
組
織
補
助
金
制
度
を
活
用

し
な
が
ら
支
援
し
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
は
、
大
型
観
光
宣
伝
事
業
で

あ
る
「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
先
立
ち
、今
年
の
10
月
か
ら
12
月
に
Ｊ
Ｒ
・

宮
城
県
・
関
係
市
町
と
連
携
し
て
プ
レ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
白
石
の
自
然
・
歴
史
・

文
化
な
ど
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
教
育
文
化
関
係
で
は
、
老
朽
化
し
て

い
る
南
中
学
校
に
つ
い
て
、
快
適
な
学
習
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
実
施
設
計
に
基
づ
き

建
設
を
進
め
、
平
成
20
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

白
石
市
博
物
館
構
想
に
つ
い
て
は
、
昨
年

４
月
に
博
物
館
建
設
準
備
室
を
設
置
し
ま
し

た
。
本
年
も
、
市
内
に
現
存
す
る
文
化
財
の

調
査
お
よ
び
収
集
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

白
石
市
博
物
館
建
設
委
員
会
を
開
催
し
、
専

門
家
の
意
見
を
求
め
る
と
同
時
に
、
広
く
市

民
の
皆
様
の
意
見
も
聞
き
、
白
石
市
の
将
来

を
見
据
え
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
都
市
計
画
道
路
「
沖
の
沢
郡

山
線
」
の
早
期
完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
利
用
者
負
担

軽
減
措
置
な
ど
に
よ
る
福
祉
の
充
実
や
保

健
・
医
療
と
の
連
携
に
よ
る
健
康
寿
命
の
延

伸
を
図
る
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
行
政
改
革
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
地
方
交
付
税
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
な
ど

の
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
の

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
推
進
は
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。
職
員
一
丸
と
な
っ
て
白
石
市
行
政

改
革
推
進
計
画
を
推
進
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
人
に
優
し
い
行
政
を
実
現
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
白
石
市
の
限
り
な
い
発
展
に
向

け
、「
共
汗
」「
共
学
」「
共
生
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
結
び
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
１
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
明
る
く
幸

せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し

ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
、

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
市
議
会
に

温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
政
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
共

汗
・
共
学
・
共
生
に
よ
る
こ
こ
ろ
豊
か
な
ふ

る
さ
と
白
石
」
の
実
現
に
向
け
て
市
民
と
行

政
が
共
に
汗
を
流
し
、
し
ろ
い
し
安
心
メ
ー

ル
の
配
信
開
始
や
各
自
治
会
に
お
け
る
自
主

防
災
組
織
の
設
立
、
中
学
生
Ｐ
Ｓ
Ｃ
パ
ト

ロ
ー
ル
の
発
足
、
市
庁
舎
耐
震
補
強
工
事
、

福
祉
の
郷
構
想
に
基
づ
く
旧
か
ん
ぽ
の
宿
購

入
、
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
大
吊
橋
の
開
通
、

行
財
政
改
革
の
推
進
、
地
域
農
業
い
き
い
き

推
進
事
業
の
開
始
、
市
民
手
づ
く
り
に
よ
る

白
石
城
下
生
き
粋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
ギ
ネ

ス
に
挑
戦
流
し
う
ー
め
ん
大
会
な
ど
、
多
く

の
事
業
が
実
施
さ
れ
大
変
有
意
義
な
年
で
し

た
。

　

ま
た
、
市
議
会
で
は
、「
議
員
定
数
等
」

の
議
論
を
行
い
、
本
年
４
月
の
市
議
改
選
か

ら
議
員
定
数
を
現
行
の
24
名
か
ら
３
名
削
減

し
て
21
名
に
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。「
議

会
運
営
に
関
す
る
諸
問
題
調
査
」
を
実
施
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
「
市
議
会
の
ペ
ー
ジ
」

を
設
け
、
議
会
の
活
性
化
と
市
民
に
分
か
り

や
す
い
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
に
努
め
る
と

と
も
に
、
都
市
計
画
道
路
「
沖
の
沢
郡
山
線
」

事
業
推
進
の
要
望
活
動
な
ど
、
市
民
の
理
解

と
市
政
発
展
に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
景
気
動
向
は
、
明
る
く
な
り
始

め
た
と
は
い
え
、
当
地
域
は
依
然
と
し
て
低

迷
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
は
、
三
位
一
体
改
革
の
影
響
で
厳

し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
い
じ
め
」「
虐
待
」「
飲
酒
運
転
」
な

ど
が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
り
、
国
・
地
方

と
も
新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
の
激
し
い
社
会
状
況
の

中
、
市
議
会
で
は
今
後
と
も
市
政
の
諸
課
題

に
対
し
、
的
確
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応

す
べ
く
議
員
各
位
の
パ
ワ
ー
を
結
集
し
、
さ

ら
に
議
会
活
性
化
を
推
進
し
て
市
民
が
「
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
し
っ

か
り
と
対
応
す
る
た
め
、
議
員
一
同
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後

と
も
格
別
な
ご
指
導
と
ご
鞭べ
ん

撻た
つ

を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
議
員
一
同
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

白石市長
風間　康静

白石市議会議長
髙橋　忠夫

▲「薬師の湯」として健康増進と介護予防の拠点として生
まれ変わります。

　

さ
ら
に
、
白
石
城
下
生い

き
粋い
き

フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
白
石
城
夏
の
祭
典
ス
ペ
シ
ャ
ル
、
ギ

ネ
ス
に
挑
戦
流
し
う
ー
め
ん
大
会
な
ど
の
市

民
手
づ
く
り
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
も
数
多
く
行

わ
れ
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
創つ
く

り
出
し
て
い

た
だ
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
迎
え
た
２
０
０
７
年
、
当
市
に
お

い
て
も
、
三
位
一
体
改
革
の
影
響
で
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
心
新

た
に
、「
市
民
総
参
画
に
よ
る
ふ
る
さ
と
共

創
」
を
目
指
し
、
次
世
代
に
誇
り
を
持
っ
て

引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
「
こ
こ
ろ
豊
か
な

ふ
る
さ
と
白
石
」
の
実
現
に
向
け
、
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
昨
年
「
白
石
市
福
祉
の
郷さ
と

構
想
」

に
基
づ
き
購
入
し
た
旧
か
ん
ぽ
の
宿
は
、
市

民
の
健
康
増
進
お
よ
び
介
護
予
防
の
拠
点
と

し
て
社
会
福
祉
法
人
に
引
き
継
ぎ
、
今
春
か

ら
運
営
さ
れ
ま
す
。
現
在
運
営
し
て
い
る
老

▲昨年４月６日に開通したスパッシュランド大吊り橋

▲昨年６月18日に開催された「白石城薪能」

▲南中学校の完成予定模型



▲春から「薬師の湯」へ!

福岡蔵本の「かんぽの宿白石」を市が購入、
市民全体の健康増進施設開設へ（5月23日）
　平成18年3月末に営業を終了した福岡蔵本字薬師堂地内の
「かんぽの宿白石」。市では、この施設の利活用について検討を重
ねた結果、土地と建物を日本郵政公社から取得し、市民全体の保
養・健康増進拠点として再生することとしました。
　施設運営の担い手は、平成18年11月29日に設立された新設社
会福祉法人「白石ひまわり」。新施設は「薬師の湯ひまわりセン
ター」（愛称：薬師の湯）と名付けられ、改修工事を経て平成19年
の春からオープンする予定です。

1位
（164票）

公立刈田綜合病院が仙台市以外では県内初となる
生体腎

じん

移植を実施（6月28日）
　公立刈田綜合病院では6月28日、慢性腎不全の20代の
患者に、60代の父親の腎臓を移植する手術を仙台市以外
では県内で初めて実施しました。移植手術には岡崎院長
をリーダーとする約20名の医療スタッフが参加し、7時間
に及ぶ手術を無事に終えました。同病院では新築移転
後、移植を専門とするスタッフや医療機器の充実と診療
技術のレベルアップを図り、今回の腎臓移植をはじめとす
る高度医療を地域住民に提供するに至ったものです。

4位
（89票）

▲6月28日に行われた手術

3位
（99票）

2月議会定例会で議員定数を24から21に削減する
条例改正案が可決（2月14日）

　平成16年の12月議会定例会で設置された「議会改革調査特別委員会」。議員定数や議
員報酬などについて幅広く論議され、慎重に検討を重ねた結果、現行の「24」から「21」に定
数を削減することで意見が一致しました。常任委員会についても現行の4つから3つに削減
（「産業経済」と「建設水道」を「建設産業」に統合）することが決定。委員会での決定事項
は2月議会に提出され、全会一致で可決しました。今年の統一地方選挙から実施されます。

6～7月にかけ、みやぎ生協や㈱ビッグレンタルとの間で
災害時に必要な物資を供給・レンタルする災害協定を締結

　今後30年の間に99%の確立で発生すると予測されている
宮城県沖地震などの大規模地震に備
えて、市ではみやぎ生活協同組合や㈱
ビッグレンタルとの間で、災害時に必要
な物資や移動式トイレなどのレンタル
機材を優先的に供給してもらうなどの
災害協定を締結しました。市では安心・
安全なまちづくりに向けた取り組みを
今後も継続していきます。

7位
（55票）

▲6月8日に行われた
みやぎ生協との協定
書調印式 ▲7月4日に行われた㈱ビッグ

レンタルとの協定書調印式

7月の定例教育委員会で平成19年度からの
公立小中学校2学期制導入が承認（7月5日）

　7月5日に行われた定例の教育委員会で、平成19年度から市内すべての公立小中学校
で2学期制を導入することが承認されました。これは、児童・生徒の学習活動や学校生活
におけるゆとりの確保と、学ぶ意欲の継続性維持などの効果を期待したものです。

8位
（54票）

公立刈田綜合病院の「マタニティーホーム（院内助産所）」
で初の出産（1月13日）

　平成17年10月に東北で初めて「マタニティーホーム（院内助
産所）」を開設した公立刈田綜合病院。平成18年1月13日、出
産第1号となる元気な赤ちゃんが誕生しました。分

ぶん

娩
べん

にはお
父さんと2歳になる上のお子さんも立ち会い、3,236gの元気
な男の赤ちゃんを無事に出産しました。マタニティーホームで
は、これまでに10人の元気な赤ちゃんが産まれています。

9位
（44票）

▲出産第1号となった福島市の根本さん

下水道使用料金改定、基本料金100円、超過料金は
各段階10～15円の増額（４月１日～）

　地理的な条件などのため、下水道使用料の一部を国の地方交付税で賄っていた当市。
地方交付税算定方法の見直しを受けて４月使用分からの料金改定を検討した結果、新
料金は基本料金100円、超過料金は10～15円の増額となりました。この金額は、交付税
算定方法の変更が与える市民サービスへの影響と市民の負担を最小限に抑えようと設定
されたものです。

10位
（40票）

スパッシュランド大吊
つり

橋が完成（4月6日）
　小原地区の温水プール施設「スパッシュランドしろい
し」と、白石川を挟んで対岸にある公園「スパッシュラン
ドパーク」を結ぶつり橋が完成し、４月６日に開通式が
行われました。「スパッシュランド大吊橋」と名付けられ
たこのつり橋は、両施設の相互交流促進により地域活
性化を図る観光拠点として整備されたものです。

6位
（74票）

▲4月6日に行われた開通式

2位
（103票）

介護保険料改定、平成18～20年度の基準額は922円増の
月額3,550円に（4月1日～）

　平成17年6月に改正された介護保険法。「介護予防」の導入や地域包括支援センターの
新設など、大幅な制度見直しが図られました。市では、3年の事業計画期間ごとに見直さ
れる65歳以上の介護保険料について算定したところ、平成18年4月の改正法施行に伴う
新規事業費や高齢者数・介護給付費の増加などのため、平成18～20年度の基準額をや
むを得ず、前回比922円増の月額3,550円に決定しました。

●調査の概要
①調査方法　12月に行われた市民満足度調査と併せ

て、無作為に抽出した市民1,000人を
対象に郵送方式で実施。自由記入項目
を含む31項目から1人につき3項目を
選択する形式を採用しました。

※11月30日付けで調査票を発送。
　12月15日現在の集計結果を掲載しています。
②回答状況　有効回答者数395名　回答率39.5%

5位
（78票）

白石ギネス流しうーめん実施、1,802mの世界新記録達成
（10月1日）

　流しうーめんで1,802mのギネス記録を作り、白石の
魅力を世界にPRしようと、「白石ギネス流しうーめん実
行委員会」が主催した記録会が10月1日、白石スキー場
で開催されました。約150本の竹を半分に割って節を抜
き、細い竹で土台を組んで作ったコースに流されたうー
めんは57分52秒後、無事ゴールへとたどり着き、見事世
界新記録を達成しました。▲見事世界一の記録を樹立！

    市民が　選んだ
平成18年平成18年10大10大  ニュースニュース

　11位は６月以降、公共施設をはじめ市内各所で発生した車上荒らし
事件でした（39票）。手口としては車のガラスを割ったり、かぎ穴を壊す
などして車内の現金や通帳、カードなどを盗むというものです。その後

被害は沈静化しましたが、今後も貴重品の管理などには十分注意してください。以下、12
位は白石中学校、東中学校、福岡中学校の生徒による「PSCパトロール」発足（７月13日、
34票）、13位はしろいし安心メール配信開始（３月１日～、27票）と続きます。

11位以降
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2006年の主な出来事
※太字は10大ニュースの候補項目

１月
1日 ･ 白石城一周元旦マラソン、初日の出を拝む会
2日 ･こけし村でこけしの初挽

び

き
8日 ･平成17年度成人式
9日 ･白石市消防団出初め式
13日 ･公立刈田綜合病院の「マタニティーホーム（院

内助産所）」で初の出産
15日 ･ 碧水園「舞台びらき」
23日 ･大平地区安心パトロール隊発足
２月
13日 ･ 市民団体が市立博物館早期建設の要望書を市

に提出
14日 ･２月議会定例会で議員定数を24から21に削

減する条例改正案が可決。平成19年の統一地
方選挙から適用

20日 ･２月議会定例会で平成18年度の当初予算承
認。予算総額は２年連続で減少（～3月3日）

22日 ･ 姉妹都市・北海道登別市の文化協会員22名
が、協会創立40周年記念事業の一環として当
市を訪問（～23日）

24日 ･姉妹都市・神奈川県海老名市の中学生170人
が当市を訪問。白石中学校の生徒と体験学習
を通して交流

26日 ･すまｉ
い

るひろばに隣接する蔵が「ギャラリー
カフェ　蔵

く ら ら

楽」としてオープン
27日 ･白石市行財政改革推進計画（集中改革プラン）

策定
･ 市税滞納者の差し押さえ物件、インターネッ
トでの公売を開始

３月
1日 ･しろいし安心メール配信開始
10日 ･ 第25回公民館まつり（～12日）
13日 ･毎日新聞社「毎日・地方自治大賞奨励賞」伝達式
４月
1日 ･介護保険料改定、平成18～20年度の基準額は

922円増の月額3,550円に
･下水道使用料金改定、基本料金100円、超過料
金は各段階10～15円の増額
･特色ある農林業展開と集落営農の組織化促進
を目指した「地域農業いきいき推進事業」開始
･就労保護者のいる小学生を対象とした「放課
後児童クラブ」を開設

6日 ･スパッシュランド大吊
つり

橋が完成
13日 ･田舎暮らし体験ツアー開催（～14日）。10月

７日～８日にも実施
５月
3日 ･ 2006白石市民春まつり

･第48回全日本こけしコンクール（～５日）
20日 ･市内の空き店舗を利用した初めての手作り市

を開催
21日 ･ すまｉ

い

るひろばオープン１周年を記念した
「白石城下生

い

き粋
いき

フェスティバル」開催
23日 ･福岡蔵本地内の「かんぽの宿白石」を市が購

入、市民全体の健康増進施設開設へ
６月
1日 ･市内で車上荒らし事件が相次いで発生

･白石市企業立地促進条例制定、施行
･ ISO14001の認証更新を取りやめ、独自に「し
ろいし エコ プロジェクト｣を開始

8日 ･みやぎ生協との間で災害時に必要な物資を供
給する災害協定を締結

18日 ･白石城本丸内で「白石城薪
たきぎ

能」を開催
26日 ･国土交通省七ヶ宿ダム管理所との間でダム警

報設備を活用した災害情報伝達支援協定を締
結。安心メールでのダム放流情報の配信を開始

28日 ･公立刈田綜合病院が仙台市以外では県内初と
なる生体腎

じん

移植を実施

７月
4日 ･㈱ビッグレンタルとの間で災害時に必要な物

資をレンタルする災害協定を締結
5日 ･定例教育委員会で公立小中学校への２学期制

導入が承認。平成19年度から実施
8日 ･ 文化フォーラム「戦いすんで日は昏

く

れず」開催
13日 ･白石中学校、東中学校、福岡中学校の生徒によ

る「PSCパトロール」が発足
22日 ･ さわやかフェスティバル
23日 ･白石しらゆり会手話サークル主催の手話劇開

催。20年の歴史に幕
８月
3日 ･ 市内の中学生12名が姉妹都市の豪州ハース

トビル市を訪問（～13日）
5日 ･当市出身の教諭が指揮する千葉県君津市の合

唱団、ホワイトキューブで里帰り公演
10日 ･ポーチパークにうーめん店「味

み え も ん

右衛門」が開店
11日 ･ 2006白石夏まつり（～20日）
19日 ･白石城本丸内で市民手づくりのイベント「夏

の祭典スペシャルat白石城2006」開催
･海老名・白石少年少女野球交流大会

22日 ･越河地区で自主防災組織連合会を設立
９月
1日 ･沢端川にデッキ広場を整備。白石城から商店

街に至る回遊ルートの整備開始
･しろいし エコ プロジェクトの一環として「市
内一斉小中学校ごみ分別学習作戦」を実施（～
11月）
･ 情報センター「アテネ」リニューアル

17日 ･ 20回の記念大会を迎えたみやぎ蔵王高原マ
ラソンに市内外から1,200人のランナーが参
加。ゲストランナーとしてソウルオリンピッ
ク日本代表の浅井えり子さんが出場
･ 第12回姉妹都市国際親善水泳大会
･南町自治会と東北大学が協力して地震防災
ワークショップを実施

21日 ･第49回白石市小学校体育祭
10月
1日 ･ 姉妹都市の豪州ハーストビル市からビンス・

バダラティ市長をはじめとする一行が当市を
訪問（～８日）
･ 白石ギネス流しうーめん実施（主催：同実行委
員会）。1,802ｍの世界新記録達成
･白石藩倶楽部（ふぁんくらぶ）事業開始
･ ホワイトキューブで「第51回手をつなぐ育成
会宮城県大会in白石」開催

8日 ･弥治郎こけし村ふれあい祭り
･第78回白石市民体育大会

14日 ･白石城刀剣展（～12月17日）
15日 ･越河小学校を中心に、宮城県と共催で土砂災

害防災訓練を実施
･国内唯一の国際公認クラシックカーレース
「ラ・フェスタ ミッレ ミリア」参加車が当市を
通過、白石城が２年ぶりにスタンプポイントに
･不忘元気の会が主催した「不忘オータムフェ
スタ」開催

20日 ･第３回白石城下きものまつり（～22日）
21日 ･豪州ハーストビル市との姉妹都市締結12周

年を記念した「第７回白石市友好の翼」の一
団が豪州を訪問（～28日）
･市内の中学生２名が札幌白石区で行われた
「第37回白石区中学生の主張発表会」に参加

22日 ･白石城茶会
28日 ･第37回白石市民文化祭（～11月３日）
29日 ･第８回福祉まつり
11月
3日 ･ 第28回白石市農業祭（～４日）
9日 ･札幌白石区の中学生２名が白川中学校での主

張交流のため来訪
12月
3日 ･ 中央公民館で「みやぎ国際協力のつどいin白

石」を開催
7日 ･叙勲祝賀会
31日 ･白石城「除夜の鐘を鳴らす会」

　平成18年は市民の皆さんにとってどのよう
な年でしたでしょうか。市では12月に実施し
た市民満足度調査と併せ、一般市民を対象と
したアンケート調査を今年度から実施しまし
たので、その結果をお知らせします。「薬師の
湯」の誕生や介護保険料の改定など、今年も
話題に富んだ一年となったようです。平成19
（2007）年が市政、そして皆さんにとってさ
らなる飛躍の年となることを期待しています。
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風
間
：
今
日
は
本
当
に
お
忙
し
い
中
、

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
、「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
の
が
、
お
題
目
の
よ
う
に
ど
こ

の
ま
ち
で
も
言
っ
て
い
る
の
で
、
さ
て

そ
れ
が
実
践
と
な
る
と
、
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

宮
城
県
の
場
合
は
、
特
に
今
後
30
年

の
間
に
99
％
の
確
立
で
起
こ
る
だ
ろ
う

と
い
わ
れ
て
い
る
宮
城
県
沖
地
震
の
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
」
と
言
っ
た
と
き
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
よ
く
、
交
通
安
全
対
策
の

話
は
お
聞
き
す
る
ん
で
す
が
、
案
外
、

地
震
な
ど
の
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い

も
の
に
対
す
る
関
心
と
い
う
の
は
、
薄

れ
て
き
て
い
る
の
か
な
と
い
う
不
安
が

あ
り
ま
し
て
ね
。

源
栄
：
そ
う
で
す
ね
ぇ
…
。
安
全
と
い

う
場
合
、
一
般
に
交
通
安
全
や
防
犯
、

防
災
の
こ
と
を
指
し
ま
す
が
、
実
は
す

べ
て
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
ん
で
す

よ
。
危
険
予
知
力
を
高
め
る
、
つ
ま
り

「
災
害
を
知
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
身
体
的
回
避
力
や
、

万
一
の
場
合
に
み
ん
な
と
仲
良
く
や
っ

て
い
く
と
い
う
適
応
共
生
力
と
い
っ
た

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
ど
ん

な
安
全
対
策
で
も
一
緒
な
ん
で
す
ね
。

風
間
：
は
い
。
当
市
で
は
交
通
安
全
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
に
、
地
震
に
対

す
る
防
災
に
力
を
入
れ
て
い
る
ん
で

す
。
し
か
し
、
当
市
の
１
１
３
の
自
治

会
の
う
ち
、
ま
だ
24
の
自
治
会
で
し
か

自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

源
栄
：
白
石
市
は
自
主
防
災
組
織
の
組

織
率
が
現
在
21
・
２
％
と
い
う
こ
と
で
、

極
め
て
低
い
で
す
ね
。
過
日
、
山
形
の

最
上
地
方
で
講
演
す
る
機
会
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
山
形
県
全
体
で
は
現
在

58
％
、
最
上
で
も
32
％
あ
る
ん
で
す
。

風
間
：
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
自
主
防

災
組
織
結
成
の
お
願
い
や
説
明
は
し
て

い
る
ん
で
す
。「
自
主
防
災
」
へ
の
認

識
を
も
う
少
し
高
め
て
ほ
し
い
と
思
う

の
で
す
が
…
。

源
栄
：
平
成
７
年
の
阪
神
大
震
災
の
時

に
は
、
救
助
さ
れ
た
方
の
95
％
が
、
自

力
ま
た
は
家
族
、
隣
人
に
よ
る
救
出
な

ん
で
す
ね
。
専
門
の
救
助
隊
に
よ
る
救

出
は
１
・
７
％
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

で
す
か
ら
、
こ
の
「
自
分
た
ち
の
命

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
理
念
を

基
本
原
則
に
、
こ
の
10
年
間
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
・
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
ん

で
す
ね
。
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
は

高
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
ん
で
す

が
、
実
質
的
に
活
動
し
な
い
と
何
に
も

な
り
ま
せ
ん
。

風
間
：
そ
こ
で
す
ね
。
当
市
は
、
昭
和

の
大
合
併
時
に
１
町
７
カ
村
が
合
併
し

て
で
き
た
ま
ち
な
ん
で
す
。
か
つ
て
の

７
カ
村
の
方
は
割
と
結
成
へ
の
動
き
が

早
い
の
で
す
が
、
中
心
部
で
の
結
成
が

進
ま
な
い
と
な
か
な
か
市
全
体
の
結
成

率
が
上
が
ら
な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　

先
生
に
は
、
南
町
の
方
で
い
ろ
い
ろ

指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
一

つ
の
地
域
で
活
発
に
活
動
を
行
う
と
、

防
災
意
識
は
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
や
は
り
「
持
続
す
る
」
と

い
う
こ
と
が
私
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す

ね
。
今
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
、
組
織
は
し
た
が
、
動
か
な
け
れ
ば

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

源
栄
：
え
え
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
治

会
長
さ
ん
な
ど
を
中
心
と
し
た
、
強
力

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
る
方
が
必
要

な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
し
て
、
や
は
り

若
い
方
が
こ
の
組
織
に
加
わ
っ
て
い
か

な
い
と
持
続
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
辺
り
が
課
題
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

風
間
：
そ
う
な
ん
で
す
ね
ぇ
。

源
栄
：
昨
日
、
仙
台
市
の
あ
る
町
内
会

長
さ
ん
と
お
話
し
し
て
、
そ
の
方
の
話

で
は
や
は
り
、
若
い
人
の
中
に
は
最
初

「
い
や
だ
」
と
い
う
人
が
い
る
ん
だ
そ

う
で
す
。
で
も
、
そ
れ
で
あ
き
ら
め
て

は
い
け
な
く
て
、
我
慢
強
く
少
し
ず
つ

で
も
広
げ
て
い
く
。
す
る
と
、
だ
ん
だ

ん
こ
ち
ら
を
向
い
て
き
て
く
れ
る
ん
だ

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
辛
抱
強

さ
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

風
間
：
な
る
ほ
ど
。一
度
断
ら
れ
て
も
、

何
度
も
お
伺
い
す
る
こ
と
で
理
解
し
て

も
ら
う
ん
で
す
ね
。

源
栄
：
そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。
名
簿

作
り
か
ら
で
も
、
と
に
か
く
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
な
ん
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
ね
。

源
栄
：
白
石
市
は
、
防
犯
体
制
な
ど
が

結
構
整
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

安
全
対
策
と
い
う
意
味
で
は
、
防
災
と

防
犯
を
融
合
し
た
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の

が
非
常
に
大
事
な
ん
で
す
ね
。

風
間
：
今
年
か
ら
始
め
た
安
心
・
安
全

メ
ー
ル
の
登
録
者
は
、
現
在
、
約

１
、５
０
０
名
で
す
。
何
か
あ
っ
た
と

き
に
す
ぐ
知
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
、
こ
れ

だ
け
は
行
政
が
や
る
べ
き
も
の
だ
と
思

い
ま
す
か
ら
。

源
栄
：
こ
の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
、
仙
台

市
で
も
昨
年
か
ら
始
め
て
い
る
ん
で
す

が
、
誤
報
が
流
れ
た
と
き
に
損
害
を
被

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
ど
う
い
う
情
報

を
流
す
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
情
報
が
混
み
合
っ
た
り
し
て
、

肝
心
な
と
き
に
メ
ー
ル
が
伝
わ
ら
な
い

可
能
性
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
問
題
へ

の
対
策
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

風
間
：
白
石
の
安
心
・
安
全
メ
ー
ル
は
、

市
内
で
震
度
を
感
じ
た
場
合
に
、
登
録

し
て
い
る
人
に
そ
の
時
の
震
度
を
お
知

ら
せ
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
市
内
に

い
れ
ば
、
揺
れ
の
大
き
さ
は
分
か
る
ん

で
す
よ
。

　

と
こ
ろ
が
、
市
か
ら
離
れ
た
場
所
に

い
た
場
合
は
分
か
ら
な
い
。
登
録
し
て

お
け
ば
、
メ
ー
ル
で
す
か
ら
離
れ
た
場

所
で
も
情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
。
す
る

と
、
自
分
の
ま
ち
の
震
度
が
分
か
る
と

い
う
安
心
が
も
ら
え
ま
す
。

源
栄
：
気
象
庁
が
配
信
す
る
緊
急
地
震

速
報
の
実
用
化
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、

近
い
将
来
大
揺
れ
の
前
に
、
学
校
や
家

庭
で
震
度
が
分
か
る
時
代
が
来
ま
す
。

そ
れ
を
期
待
し
て
も
ら
え
ば
い
い
か
な

と
思
い
ま
す
。

風
間
：
は
い
。
実
は
私
、
宮
城
県
で
地

震
が
あ
り
ま
し
た
と
い
う
の
を
東
京
で

一
度
体
験
し
た
ん
で
す
よ
。
そ
う
す
る

と
、
気
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

源
栄
：
私
ど
も
で
は
、「
出
張
先
で
地

震
が
あ
っ
た
と
き
に
は
知
ら
せ
て
く
だ

さ
い
」
と
い
っ
た
内
容
の
メ
ー
ル
が
携

帯
に
入
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た
ん
で

す
。今
、仙
台
の
卸
町
で
試
験
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
仕
組
み
作
り
を
行
っ
て

お
け
ば
い
い
ん
で
す
ね
。
民
間
企
業
の

方
な
ど
に
も
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

風
間
：
も
う
一
つ
、
こ
の
安
心
・
安
全

メ
ー
ル
の
重
要
な
役
割
が
、
各
学
校
ご

と
に
行
っ
て
い
る
不
審
者
情
報
の
配
信

な
ん
で
す
。
こ
れ
だ
け
は
保
護
者
の
み

の
登
録
制
で
す
。
高
校
の
方
ま
で
随
分

広
が
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
、
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

源
栄
：
学
校
の
場
合
は
、
通
常
時
の
防

犯
機
能
と
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
の
防

災
機
能
を
兼
ね
た
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
た
有
効
な
シ
ス

テ
ム
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

風
間
：
防
災
に
つ
い
て
、
白
石
は
結
構

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
と
防
災
協
定
を
結

び
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
衣
食
住
が
大
体

そ
ろ
っ
た
ん
で
す
。
さ
ら
に
、
七
ヶ
宿

ダ
ム
と
も
提
携
し
ま
し
て
、
川
沿
い
の

掲
示
板
を
利
用
し
て
、
ダ
ム
の
放
流
情

報
な
ど
を
安
心
・
安
全
メ
ー
ル
で
流
す

よ
う
に
し
て
い
る
ほ
か
、
定
点
カ
メ
ラ

を
使
っ
て
、
テ
レ
ビ
で
も
常
時
見
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
二

重
、
三
重
の
連
携
を
今
、
構
築
し
て
い

ま
す
。

　

で
す
が
、
私
も
「
安
心
で
す
よ
」
と

は
言
い
つ
つ
も
、
こ
れ
が
い
ざ
、
本
当

に
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
私
は
何
を

注
意
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
と
思
う
と

き
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

源
栄
：
や
は
り
、
ど
こ
に
ど
う
い
う
連

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性

安
全
・
安
心
メ
ー
ル
の

こ
れ
か
ら
の
活
用
方
法

災
害
時
に
防
災
協
定
が

発
揮
す
る
力
と
は
？

　風間市長の２回目となる「新春対談」のお相手は、文部科学
省の防災研究成果普及事業の一環として南町地区での防災ワーク
ショップや、白石中学校に設置されている「緊急地震速報システ
ム」の実証実験のほか、宮城県沖地震の被害想定を行うなど、全
国的な防災研究の第一人者であります東北大学大学院工学研究科
災害制御研究センター教授の源栄正人さんです。
　「安全・安心なまちづくり」を目指す当市の取り組みについて
のアドバイスや、源栄教授が現在取り組んでいる防災に関する研
究、最新のさまざまな防災対策などについてお話を伺いました。

●源栄正人さんのプロフィール
　昭和27（1952)年茨城県生まれ、工学博士、専
門は地震工学。東北大学大学院工学研究科災害制御
研究センターの教授として、国際的な最先端の研究
と地域に根ざした研究により社会貢献を実践してい
ます。地震工学、建築構造学を専門とし、地震動特
性と構造物の応答、地震波動伝播解析などの研究に
取り組んでいます。また、地震災害軽減ため、研究
成果や社会動向を市民に分かりやすく情報提供する
ための活動も積極的に行っています。

東北大学大学院工学研究科東北大学大学院工学研究科
災害制御研究センター教授災害制御研究センター教授
Ｍａｓａｔｏ　ＭｏｔｏｓａｋａＭａｓａｔｏ　Ｍｏｔｏｓａｋａ

源　栄　正　人源　栄　正　人さんさん

風間市長の

▲越河地区では自主防災組織連合会を設立
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風
間
：
や
っ
ぱ
り
そ
の
中
に
は
、
先
生

が
携
わ
っ
て
い
る
緊
急
地
震
速
報
シ
ス

テ
ム
の
研
究
と
い
う
の
も
関
わ
っ
て
く

る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

源
栄
：
あ
れ
は
素
晴
ら
し
い
技
術
だ
と

思
い
ま
す
よ
。
私
は
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
の

一
人
と
し
て
、
防
災
訓
練
や
教
育
シ
ス

テ
ム
を
学
校
や
病
院
に
入
れ
て
ま
す
ね
。

風
間
：
今
、
白
石
中
学
校
に
も
入
っ
て

ま
す
ね
。

源
栄
：
は
い
。
最
初
に
仙
台
市
の
長
町

小
学
校
に
入
れ
た
ん
で
す
。
今
、
県
内

４
つ
の
小
中
学
校
に
入
れ
て
ま
す
ね
。

中
学
校
は
白
石
中
学
校
だ
け
で
す
。
ど

ん
な
効
果
が
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
も

ち
ろ
ん
、
児
童
や
生
徒
、
教
職
員
の
安

全
も
大
事
な
ん
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た

地
震
観
測
情
報
と
最
新
の
通
信
技
術
を

使
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
に
適
用
で
き
る
と
い
う
効
果
が
あ
り

ま
す
。
間
も
な
く
家
庭
に
も
入
る
ん
で

す
。
こ
れ
ら
は
普
及
の
た
め
の
両
輪
で

す
ね
。

　

小
中
学
校
で
教
え
る
こ
と
は
非
常
に

重
要
で
す
。
彼
ら
は
10
年
後
に
は
大
人

な
ん
で
す
ね
。
小
学
生
や
中
学
生
の
数

を
考
え
た
ら
、
極
め
て
大
き
い
普
及
効

果
が
あ
り
ま
す
。

風
間
：
な
る
ほ
ど
。

源
栄
：
子
ど
も
た
ち
の
理
科
離
れ
の
歯

止
め
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
ね
。
職
員

室
に
あ
る
パ
ソ
コ
ン
上
の
Ｐ
波
や
Ｓ
波

の
イ
メ
ー
ジ
を
見
て
、「
ど
う
し
て
こ

う
な
る
ん
だ
ろ
う
」
と
考
え
る
児
童
が

出
て
き
た
と
し
た
ら
、
非
常
に
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
長
町
小
学
校
に
入

れ
て
か
ら
３
年
が
経
ち
ま
す
。
も
う
中

学
生
に
な
っ
て
い
る
子
も
い
る
で
し
ょ

う
。
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
将
来

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
私
の
研
究
室
に
来
る

子
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
楽
し
み
で

す
け
ど
、
そ
う
い
っ
た
付
加
価
値
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
宮
城
県
教
育
庁
に
導
入
し
て
い

る
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
「
み
や
ぎ
ス
ワ
ン

（
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）」
を
用
い
ま
し
て
、
県
立

高
校
と
加
盟
市
町
村
の
小
中
学
校
に
緊

急
地
震
速
報
を
配
信
す
る
取
り
組
み
を

文
部
科
学
省
の
事
業
で
行
っ
て
い
ま

す
。
白
石
市
も
す
べ
て
の
学
校
が
ス
ワ

ン
に
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ
ン

を
１
台
用
意
し
て
い
た
だ
く
と
、
全
小

中
学
校
で
体
験
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

風
間
：
地
震
が
段
階
的
に
来
る
と
い
う

の
を
、
実
は
宮
城
県
沖
地
震
の
と
き
に

体
験
し
た
ん
で
す
。
ま
だ
高
校
生
だ
っ

た
の
で
す
が
、
夕
方
で
す
よ
ね
。

源
栄
：
は
い
、
５
時
14
分
で
す
。

風
間
：
仙
台
に
電
話
し
て
い
た
と
き
、

だ
い
た
い
同
時
に
地
震
だ
と
い
う
感
じ

が
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、「
地
震
で

す
ね
」
と
い
っ
た
会
話
を
し
た
ん
で
す

が
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
後
少
し
は
用
件

を
話
し
て
い
た
ん
で
す
。そ
う
し
た
ら
、

ま
だ
会
話
中
な
の
に
電
話
の
相
手
が

「
わ
ー
！
」
と
い
っ
て
外
す
ん
で
す
よ
。

ま
だ
、白
石
は
揺
れ
て
い
な
い
ん
で
す
。

な
ぜ
そ
ん
な
に
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ

の
う
ち
ド
ー
ン
で
す
よ
。

源
栄
：
電
話
を
か
け
て
い
て
、
時
間
の

ず
れ
を
体
験
し
た
ん
で
す
ね
。
大
変
な

体
験
を
し
ま
し
た
ね
。

風
間
：
今
考
え
る
と
、
そ
の
タ
イ
ム
ラ

グ
と
い
う
の
は
資
料
に
あ
る
こ
れ
な
の

か
な
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
当
時
は

ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。

源
栄
：
仙
台
で
は
15
秒
ぐ
ら
い
、
白
石

で
は
25
秒
か
ら
30
秒
ぐ
ら
い
余
裕
が
あ

り
ま
す
。
白
石
は
、
特
に
宮
城
県
沖
地

震
に
対
し
て
は
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま

す
ね
。

　

そ
れ
と
、
地
震
と
い
う
の
は
本
震
の

前
に
前
震
を
伴
っ
た
り
、
余
震
が
ど
ん

ど
ん
来
る
ん
で
す
よ
。
復
旧
作
業
を
し

て
い
る
と
き
に
、
余
震
が
来
る
と
怖
い

ん
で
す
。
そ
の
と
き
「
地
震
が
来
ま
す

よ
」
と
知
ら
せ
て
く
れ
れ
ば
、
作
業
を

や
め
る
と
い
っ
た
二
次
災
害
の
防
止
に

役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
本
震
で

シ
ス
テ
ム
が
駄
目
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
衛
星
や
地
上
回
線
な
ど
、
二
重
化

す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
ね
。

風
間
：
そ
う
い
っ
た
も
の
が
、
自
然
に

全
部
普
及
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

で
す
ね
。

源
栄
：
そ
の
た
め
に
は
、
学
校
と
い
う

の
は
大
事
で
す
ね
。

風
間
：
当
市
の
場
合
、
ア
テ
ネ
と
い
う

情
報
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
こ

に
う
ま
く
配
信
で
き
る
と
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
で
市
の
行
政
施
設
す
べ
て
に
配
信

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
そ
れ
を
う
ま
く
活
用
で
き
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。

源
栄
：
自
治
体
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を

使
う
と
い
う
の
は
、
一
つ
の
配
信
手
段

な
ん
で
す
ね
。

風
間
：
白
川
や
越
河
、
小
原
地
区
に
も

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
が
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
そ
れ
も
利
用
し
な
が
ら
、
今
後

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
行
政
が
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
自

主
防
災
組
織
を
ま
ず
は
皆
さ
ん
で
立
ち

上
げ
て
く
だ
さ
い
ね
と
。

源
栄
：
住
民
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
自

助
・
共
助
の
部
分
で
す
ね
。
こ
れ
は
お

金
を
か
け
な
い
で
や
れ
ま
す
ね
。

風
間
：
そ
こ
で
、
公
助
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
お
金
が
か

か
り
ま
す
が
…
。

源
栄
：
お
金
が
か
か
っ
て
も
、
そ
れ
以

上
の
効
果
が
上
が
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど

ん
ど
ん
や
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
け
ど

ね
。

風
間
：
地
震
は
来
て
も
ら
い
た
く
な
い

で
す
け
ど
ね
。
先
生
に
は
、
特
に
南
町

地
区
の
子
ど
も
た
ち
に
ご
指
導
い
た
だ

い
て
い
ま
す
の
で
、
さ
っ
き
言
っ
た
そ

の
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
っ
た
と
き

に
、
防
災
の
プ
ロ
に
な
っ
て
く
れ
る
と

い
い
で
す
ね
。

源
栄
：
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
白
石
市
の

絡
を
す
る
と
か
、
そ
れ
ら
の
優
先
順
位

を
ど
う
す
る
と
か
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る

と
思
い
ま
す
ね
。
特
に
行
動
の
優
先
順

位
を
決
め
る
の
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す

よ
。

　

そ
れ
で
、
食
糧
な
ん
で
す
け
れ
ど
、

阪
神
大
震
災
の
と
き
も
壊
滅
状
態
の

中
、
コ
ン
ビ
ニ
が
随
分
残
っ
て
い
た
と

い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
よ
く
「
最

初
の
３
日
間
が
大
事
」と
言
い
ま
す
ね
。

要
す
る
に
、
被
害
想
定
で
す
と
、
短
期

避
難
の
場
合
は
用
意
し
て
あ
る
食
糧
は

１
日
分
な
ん
で
す
ね
。
た
だ
、
３
日
間

耐
え
れ
ば
、
ほ
か
か
ら
入
っ
て
き
ま
す

の
で
、
そ
こ
ま
で
を
う
ま
く
機
能
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
ん
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
白
石
市
の
提

携
は
、
食
糧
確
保
の
面
で
非
常
に
有
効

だ
と
思
い
ま
す
。

風
間
：
レ
ン
タ
ル
会
社
と
提
携
し
た
と

い
う
の
は
、
新
潟
中
越
地
震
の
時
の
元

山
古
志
村
の
村
長
の
講
演
を
お
伺
い
し

た
と
き
に
、「
食
べ
物
は
何
と
か
な
る
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ

よ
り
も
問
題
は
ト
イ
レ
な
ど
の
衛
生
関

係
だ
っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
。

源
栄
：
そ
う
で
す
ね
。
簡
易
ト
イ
レ
な

ど
の
不
足
は
深
刻
で
し
た
ね
。
他
県
か

ら
入
れ
て
も
ま
だ
足
り
な
く
て
、
非
常

に
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。

風
間
：
そ
れ
で
レ
ン
タ
ル
会
社
と
提
携

し
た
ん
で
す
が
、
当
市
で
は
姉
妹
都
市

の
登
別
市
や
海
老
名
市
と
も
提
携
し
て

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
入
れ
て
３
つ
。
皮

算
用
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
災
害
初
期

に
ビ
ッ
グ
レ
ン
タ
ル
さ
ん
が
来
て
、
後

で
姉
妹
都
市
２
市
か
ら
来
て
も
ら
え

ば
、
ま
ず
安
心
を
確
保
で
き
る
か
な
と

考
え
て
い
ま
す
。

源
栄
：
近
く
の
町
は
お
互
い
に
被
害
を

受
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。

そ
れ
で
も
、
揺
れ
の
大
き
い
地
区
と
小

さ
い
地
区
と
で
相
互
に
協
力
し
合
う
こ

と
も
や
は
り
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
離

れ
た
と
こ
ろ
は
頼
り
に
な
り
ま
す
ね
。

風
間
：
昨
年
10
月
に
、
越
河
地
区
で
土

砂
災
害
防
災
訓
練
を
県
と
共
に
行
い
、

防
災
協
定
を
締
結
し
て
い
る
企
業
の
ほ

か
、
市
内
の
建
設
業
者
さ
ん
に
も
来
て

い
た
だ
い
て
、
一
緒
に
訓
練
し
た
ん
で

す
。
と
に
か
く
「
白
石
を
守
る
」
と
い

う
の
が
市
の
役
目
な
ん
で
す
が
、
わ
れ

わ
れ
が
動
け
る
ま
で
の
間
の
自
主
防
災

と
い
う
の
も
、
も
っ
と
訴
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

源
栄
：
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
は
建

設
現
場
と
工
事
発
注
者
、
そ
し
て
行
政

が
す
ぐ
連
絡
を
取
る
必
要
が
あ
る
ん
で

す
ね
。
今
、
宮
城
県
建
設
業
協
会
の
外

郭
団
体
で
あ
る
（
財
）
宮
城
建
設
総
合

セ
ン
タ
ー
の
情
報
化
特
別
委
員
会
で
災

害
掲
示
板
を
作
る
動
き
が
あ
り
ま
し
て
、

そ
こ
で
情
報
交
換
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
二
次
災
害
を

防
ぐ
た
め
に
非
常
に
大
事
な
ん
で
す
ね
。

風
間
：
そ
う
で
す
ね
。
先
生
に
も
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
白
石
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
使

い
ま
し
て
、
土
砂
災
害
や
水
災
害
な
ど

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
に
配
布
し

た
ん
で
す
が
、
さ
て
問
題
は
そ
こ
か
ら

な
ん
で
す
。
各
地
域
に
行
っ
て
説
明
も

し
た
ん
で
す
が
、
そ
の
後
、
皆
さ
ん
が

こ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
け
る
の
か
と
。

源
栄
：
や
は
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
し
て
例
え

ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
や
り
取

り
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
に
、
情
報
を

共
有
化
し
て
使
う
と
い
う
の
が
大
事
な

ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

風
間
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
共
有
す
る
わ
け
で
す
ね
。

源
栄
：
大
学
や
自
治
体
、

防
災
関
係
機
関
な
ど
、
専

門
家
の
間
で
共
有
し
た
り
、

あ
る
情
報
は
市
民
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
直
接
取

れ
る
よ
う
に
し
た
り
し
ま

す
。
だ
ん
だ
ん
若
い
世
代

は
通
信
機
器
の
取
り
扱
い

が
う
ま
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
紙
ベ
ー
ス
も
大
事
な

ん
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た

形
の
方
が
い
い
の
で
は
と

思
い
ま
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
作

る
た
め
に
行
っ
た
土
地
分

類
調
査
の
成
果
は
非
常
に

大
事
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

加
工
が
で
き
ま
す
。
最
終

的
に
、
既
存
の
調
査
デ
ー

タ
や
付
加
情
報
を
加
え

て
、
日
常
生
活
や
災
害
発

生
時
の
支
援
と
い
っ
た
活
用
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
を
市
民
が
常
に
動
く
形
で
受

け
取
れ
る
よ
う
に
す
る
の
が
い
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ベ
ー

ス
で
見
れ
る
よ
う
な
、
使
い
や
す
い
形

に
加
工
す
る
作
業
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
ね
。

風
間
：
な
る
ほ
ど
！　

加
工
し
や
す
く

し
な
が
ら
共
有
で
き
る
と
い
う
こ
と
が

大
切
な
ん
で
す
ね
。

源
栄
：
は
い
。
共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
い
わ
れ
る
も
の
な
ん
で
す
が
。
私

ど
も
で
は
今
、
文
部
科
学
省
の
防
災
研

究
成
果
普
及
事
業
の
中
で
共
有
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
る
取
り
組
み
も
行
っ

て
い
ま
す
。

風
間
：
共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す

か
。

源
栄
：
え
え
。
実
は
こ
れ
は
、
も
の
す

ご
い
効
率
化
に
も
な
る
ん
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
お
金
を
か
け
て
持
っ

て
い
た
も
の
を
、
一
つ
に
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
か
ら
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
防
災
対
策

緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム

南
町
に
お
け
る

防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▲白石中学校の緊急地震速報システム

地理情報システム（GIS）の活用

GIS基本情報・基礎
  情報データベース

調査情報・地震情報
  データベース

解析・事業への利用
  システム

    Extended GIS
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が
、
短
時
間
の
行
動
を
要
求
さ
れ
る
と

き
に
、「
あ
そ
こ
が
危
な
い
ん
だ
」
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
、
防

災
対
策
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
目
標
を

達
成
す
る
た
め
の
刺
激
）
に
な
る
ん
で

す
。

風
間
：
一
番
大
き
い
か
も
し
れ
な
い
で

す
ね
。

源
栄
：
危
険
な
場
所
や
安
全
な
場
所
を

分
か
っ
て
い
る
分
、
こ
ち
ら
の
方
が
も

し
か
す
る
と
、
効
果
が
あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
例
え
ば
、「
こ
こ
は
ブ

ロ
ッ
ク
塀
が
あ
っ
て
危
な
い
か
ら
、
対

策
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
運
動
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

風
間
：
そ
れ
と
、
先
程
地
震
が
起
こ
っ

た
後
の
復
旧
力
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た

け
れ
ど
、
そ
の
中
で
、
も
し
か
す
る
と
、

わ
れ
わ
れ
大
人
が
、
一
番
働
け
る
小
中

学
生
に
目
を
向
け
て
い
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
ね
。
小
学
校

高
学
年
と
も
な
れ
ば
、
も
う
大
人
並
み

に
働
け
る
と
い
う
こ
と
を
ど
こ
か
で
忘

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
。

源
栄
：
そ
う
で
す
ね
。
小
中
学
生
も
そ

う
で
す
が
、
も
う
少
し
上
の
高
校
生
や

大
学
生
、
い
わ
ゆ
る
若
者
世
代
は
活
動

力
や
情
報
伝
達
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

辺
は
自
主
防
災
組
織
の
一
つ
の
課
題
だ

と
思
い
ま
す
よ
。
若
者
に
防
災
意
識
を

持
た
せ
る
た
め
に
は
、
小
中
学
校
か
ら

の
教
育
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。

風
間
：
防
災
の
人
づ
く
り
で
す
か
ら
、

今
後
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ん
で
す
ね
。

源
栄
：
そ
う
で
す
ね
。
人
づ
く
り
を
す

る
と
い
う
の
は
極
め
て
大
事
で
す
ね
。

な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と
、
例
え
ば
、
地

下
鉄
な
ど
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
時
や
、

映
画
館
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
不
特
定
多
数

の
人
が
大
勢
集
ま
っ
て
い
る
と
き
に
、

市
民
の
中
に
少
し
で
も
、
慌
て
ず
に
誘

導
で
き
る
人
が
い
た
ら
、
全
然
違
う
と

思
い
ま
す
ね
。
仙
台
駅
地
下
空
間
の
防

災
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
や
っ
た
こ
と

が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
答
え

が
出
て
く
る
ん
で
す
。

風
間
：
そ
う
で
す
ね
。
み
ん
な
で
パ

ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
も
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
冷
静
に
、
ど
こ
に
ど
う
い
う

物
が
あ
る
か
を
知
っ
て
い
て
対
処
で
き

る
人
が
何
人
い
る
か
で
、
生
存
率
は
変

わ
り
ま
す
か
ら
ね
。

風
間
：
最
後
に
、
行
政
と
し
て
今
後
防

災
に
関
し
て
「
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
方
が
い
い
」
と
い
う
も
の
を
、
ご
指

導
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
の
で
す
が
…
。

源
栄
：
文
部
科
学
省
の
普
及
事
業
の
中

で
、
私
ど
も
は
基
本
的
に
「
３
本
柱
」

と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
、

も
の
の
考
え
方
と
し
て
非
常
に
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
や
は
り
「
基
盤
技
術
と
し

て
の
情
報
の
共
有
化
」
で
す
ね
。
こ
れ

は
、
情
報
作
り
を
含
め
、
い
わ
ゆ
る
Ｇ

Ｉ
Ｓ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
、
き
ち

ん
と
利
用
で
き
る
形
に
し
て
お
く
こ
と

が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
紙
ベ
ー

ス
も
大
事
で
す
が
、デ
ジ
タ
ル
化
し
て
、

そ
れ
を
今
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に

適
応
し
た
基
盤
技
術
と
し
て
、
情
報
の

有
効
活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

　

二
つ
目
は
、事
前
対
策
と
し
て
の「
リ

ス
ク
の
調
和
」
で
す
。

　

こ
れ
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
い

ま
す
と
、
リ
ス
ク
は
、
人
や
場
所
の
災

害
危
険
度
・
対
策
度
に
関
係
し
ま
す
。

土
地
の
危
険
性
が
低
か
っ
た
り
、
家
屋

の
耐
震
な
ど
を
実
施
し
て
い
れ
ば
、
そ

の
分
リ
ス
ク
は
低
い
の
で
す
。
で
す
か

ら
、
耐
震
改
修
な
ど
も
優
先
度
評
価
を

行
い
、
例
え
ば
３
棟
耐
震
改
修
を
行
う

と
す
れ
ば
、
や
は
り
リ
ス
ク
の
高
い
と

こ
ろ
か
ら
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。　

　

そ
れ
か
ら
３
つ
目
は
、
地
震
が
発
生

し
た
と
き
に
は
、
最
新
の
防
災
技
術
を

活
用
し
て
、
少
し
で
も
対
策
に
結
び
つ

け
る
と
い
う
も
の
で
す
。
先
程
の
緊
急

地
震
速
報
も
そ
の
一
つ
で
す
ね
。ま
た
、

今
は
地
震
観
測
網
が
結
構
あ
る
ん
で

す
。
仙
台
地
区
で
す
と
大
学
の
地
震
観

測
網
や
国
・
県
の
地
震
観
測
網
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
活
用
す
る
と
、
揺
れ
て

い
る
と
こ
ろ
や
被
害
を
受
け
て
い
る
と

こ
ろ
が
予
測
で
き
る
ん
で
す
。
そ
う
す

る
と
、
ど
こ
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
だ

と
い
う
、
応
急
危
険
度
判
定
が
で
き
る

ん
で
す
ね
。

風
間
：
的
確
な
情
報
収
集
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

源
栄
：
そ
う
で
す
。
科
学
的
な
も
の
に

基
づ
い
て
、
的
確
に
情
報
を
収
集
し
て

い
く
。
そ
う
し
ま
す
と
、
す
ぐ
応
急
危

険
度
判
定
で
発
見
し
判
定
し
て
、
避
難

所
な
ど
を
す
ぐ
に
開
設
し
た
り
、
あ
る

い
は
２
次
災
害
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

対
策
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。

や
は
り
、
今
後
は
こ
う
い
っ
た
新
し
い

防
災
技
術
を
ど
ん
ど
ん
適
用
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

風
間
：
い
や
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
も
で
す
ね
、
白
石
で

は
自
助
、
共
助
、
公
助
の
観
点
か
ら
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
防
災
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

源
栄
：
私
ど
も
の
セ
ン
タ
ー
に
で
き
る

こ
と
で
し
た
ら
、
何
で
も
言
っ
て
く
だ

さ
い
。

風
間
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ

ひ
今
後
と
も
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

推
薦
も
あ
り
ま
し
て
、
地
震
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
南
町
自
治
会
を
選
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
狙
い
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
防
災
マ
ッ
プ

作
り
や
図
上
訓
練
な
ど
、
住
民
と
の
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
、
最
終
的
に
防
災
力
を
高
め
る
と
い

う
の
が
目
的
な
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
、「
防
災
力
」
と
言
葉
で
言

う
と
簡
単
な
ん
で
す
が
、
通
常
持
っ
て

い
る
機
能
が
地
震
の
時
に
低
下
し
ま
す

よ
ね
。
で
、
ど
れ
だ
け
低
下
す
る
の
か

と
い
う
の
が
「
災
害
抵
抗
力
」
と
言
う

ん
で
す
。
こ
れ
は
、
事
前
対
策
を
や
っ

て
お
け
ば
、
落
ち
込
み
が
少
な
く
て
済

み
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
地
震
で
発

生
し
た
機
能
低
下
状
態
を
、
時
間
的
に

い
か
に
早
く
元
に
戻
せ
る
の
か
と
い
う

の
が
「
災
害
対
応
力
」
と
い
う
も
の
で

す
。
縦
軸
に
地
域
の
持
つ
資
本
や
経
済

活
動
水
準
と
い
っ
た
機
能
、
横
軸
に
時

間
を
取
る
と
、地
震
が
発
生
し
た
と
き
、

通
常
の
状
態
と
機
能
低
下
、
復
旧
に
か

か
る
時
間
の
３
点
で
三
角
形
が
で
き
る

ん
で
す
。こ
の
三
角
形
を
私
ど
も
は「
地

域
防
災
力
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
三
角

形
の
面
積
が
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
ほ

ど
、
防
災
力
が
大
き
い
と
言
え
る
ん
で

す
ね
。

　

で
す
か
ら
、
こ
の
面
積
を
小
さ
く
す

る
た
め
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
前
に
、
デ
ー
タ
を

取
っ
て
い
る
ん
で
す
。
白
石
市
の
南
町

で
す
と
、
例
え
ば
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
対
策

率
が
５
・
５
％
、
家
具
の
転
倒
防
止
対

策
が
32
・
３
％
、
耐
震
診
断
は
７
・
３
％

と
い
う
結
果
で
し
た
。
事
前
対
策
と
し

て
、
こ
う
い
っ
た
も
の
の
数
値
が
上
が

ら
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
の

た
め
に
は
、
住
民
と
し
て
ど
う
い
っ
た

活
動
を
し
た
ら
い
い
の
か
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
は
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
、
自
発
的
・

内
発
的
に
行
う
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

こ
う
い
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
ん
で

す
ね
。
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
と
い
う

の
は
、
長
い
目
で
見
て
将
来
、
効
果
が

あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

風
間
：
そ
れ
と
、
家
庭
の
中
で
子
ど
も

に
言
わ
れ
る
と
、
割
と
動
き
や
す
い
ん

で
す
よ
。

源
栄
：
小
中
学
校
に
防
災
教
育
・
訓
練

シ
ス
テ
ム
を
入
れ
る
と
い
う
の
は
、
子

ど
も
た
ち
の
親
御
さ
ん
て
、
30
代
、
40

代
で
す
よ
ね
。
自
治
会
は
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
も
う
ち
ょ
っ
と
上
で
す
よ

ね
。
そ
れ
で
、
若
い
世
代
に
ハ
イ
テ
ク

技
術
を
兼
ね
た
展
開
を
し
て
い
く
と
効

果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
、

子
ど
も
を
通
じ
て
大
人
が
学
ぶ
と
い
う

仕
組
み
で
す
か
ら
。

風
間
：
そ
う
で
す
ね
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
危
険
箇

所
を
含
め
て
、
ま
ず
自
分
の
地
域
を
知

ら
せ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、
仲

間
づ
く
り
、
そ
れ
も
、
世
代
を
超
え
た

仲
間
づ
く
り
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
分
の
家
の
耐
震
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
家
具
転
倒

は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
と
考

え
る
よ
う
に
な
る
と
、
現
時
点
で
も
防

災
の
取
り
組
み
が
進
む
し
、
子
ど
も
た

ち
が
大
き
く
な
っ
て
、
防
災
の
プ
ロ
に

な
る
こ
ろ
に
は
す
ご
く
安
心
で
き
る
の

だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
ね
。

　

こ
れ
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と

で
、
先
生
に
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

逆
に
、
わ
れ
わ
れ
が
ど
れ
だ
け
の
地
域

に
広
げ
ら
れ
る
か
と
い
う
の
が
、
課
題

だ
と
思
い
ま
す
ね
。

源
栄
：
や
は
り
、
こ
の
「
学
ぶ
」
っ
て

い
う
の
が
大
事
な
ん
で
す
ね
。
要
す
る

に
「
安
全
教
育
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
小
中
学
校
の
教
育
者
で
は
な
い
ん

で
す
が
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
と
い
う

３
つ
の
領
域
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
で
、

こ
れ
に
相
当
す
る
の
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
３

大
健
康
観
。
こ
れ
は
、
安
全
教
育
の
基

本
で
す
。
精
神
的
健
康
、社
会
的
健
康
、

そ
れ
か
ら
身
体
的
健
康
。
こ
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ

の
３
大
健
康
観
に
合
わ
せ
て
、
危
険
予

知
力
、
適
応
共
生
力
、
災
害
対
応
力
と

い
っ
た
安
全
教
育
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
大
事
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
予
知
力

と
い
う
の
は
知
識
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ

は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
学
校
で
「
安
全

な
場
所
や
危
険
な
場
所
は
ど
こ
そ
こ
で

す
よ
」
と
教
育
す
る
と
、
例
え
ば
緊
急

地
震
速
報
が
流
れ
て
き
た
と
き
に
、

と
っ
さ
の
判
断
で
安
全
に
行
動
で
き
る

ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
訓
練
は
必
要
で
す

こ
れ
か
ら
の
行
政
が
行
う

防
災
対
策
は
？

▲南町の子どもたちによる防災マップづくり

経済活動度・人口・住宅ストック数など

地震発生

地域防災力が大きいほど
面積は小さい

復旧

災
害
抵
抗
力

災
害
抵
抗
力災

害
抵
抗
力

災害対応力

災害対応力

災害対応力

大きい

地域防災力の大きさ

地域防災力

小さい

災害対応力の要素
（復旧・対応の速度）

時間（分、時間、日、月、年）

災害抵抗力＝f
（現状の水準、被災直後の水準）
地震被害による（縦軸の）低下度に
対応する。

現
状
の
水
準

被
災
直
後
の
水
準

災害対応力＝f（地震発生日時、復旧日時）
地震発生の日時から、現状の水準まで復旧するために要する時間
に対応する（現状の水準まで回復しない場合には、復旧・対応の
速度がほぼゼロになる日時までの時間）。
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西区上、西区下

北区、三住

沖

八宮、芹沢、蔵王

大平2区･3-1区

大平3-2区・7区

上記日程で申告できなかった方

上戸沢、下戸沢、冷清水、赤井畑

新町、赤坂、湯元、明戸、小久保平

白川1区

白川3区・5区

大鷹沢1区・2区

大鷹沢5区・7区・8区・田中

斎川1区・2区・3区

斎川7-1区・7-2区・8区

南区、東区

上原、下原、山ノ下

鎌先、弥治郎、大網

山根、不忘、川原子

大平1区・8区、城南の丘

大平4区・5区・6区

※保守点検のため受け付けできません。

大熊、塩倉、東、中北、猿鼻

※保守点検のため受け付けできません。

白川2区・4区

白川6区・7区

大鷹沢3区・4区・6区

大鷹沢9区・10区・11区・12区

斎川4-1区・4-2区・5区・6区

※保守点検のため受け付けできません。

2月  2日

2月  5日

2月  6日

2月  7日

2月  8日

2月  9日

2月13日

2月14日

2月15日

2月16日

2月19日

2月20日

2月21日

2月22日

2月23日

金

月

火

水

木

金

火

水

木

金

月

火

水

木

金

相談日

小　原
公民館

市庁舎
4　 階
大会議室

斎　川
公民館

大鷹沢
公民館

白　川
公民館

相談会場
自　　　　治　　　　会 

午　　　後午　　　前
曜日

越河1区・2区・3区

越河7区・8区

※機材などの移動および保守点検のため受け付けできません。

滝上、尾箆、岩ノ上

本町、中町、長町、亘理町

田町

西益岡、寿町、清水小路

本郷第1

本郷第2、本郷第4、郡山

上郡山第一、上郡山第二

緑が丘

越河4区・5区・6区

越河9区・10区

滝下

南町

短ケ町、新町、中益岡、東益岡

柳町

旭町

本郷第3

鷹巣、小下倉

寿山

2月26日

2月27日

2月28日

3月  1日

3月  2日

3月  5日

3月  6日

3月  7日

3月  8日

3月  9日

3月12日

3月13日

3月14日

3月15日

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

相談日

越　河
公民館

市庁舎
4　 階
大会議室

相談会場
自　　　　治　　　　会 

上記日程で申告できなかった方

午　　　後午　　　前
曜日

■申告を必要とする方
　今年１月１日現在、市内に住所を有
している方は、原則として申告書を提
出しなければなりません。
●該当される方
○商業や農業、製造業などの事業を
営んでいる方

○譲渡、不動産、配当、利子、雑収
入などの所得があった方

○給与所得以外に公的年金（国民年
金や厚生年金、農業者年金、各種
共済組合年金など）による所得があ
った方
○給与または公的年金などを２カ所以
上から受け取っている方

○給与所得者または公的年金等所得
者で、事業所や公的年金等支払者
が、給与支払報告書または公的年
金等支払報告書を市に提出されてい
ない方
○国民健康保険に加入している方
※収入のなかった方も、申告書に添付
されている用紙に収入のなかった事
由を書いて提出してください。
　なお、所得税の確定申告書を税務署
に提出される方や、給与支払報告書
が市に提出されている方は市・県民
税の申告を行う必要はありません。

■所得の種類により受付窓口が分
かれます

　申告相談時の待ち時間を緩和するた
め、所得の種類により、窓口を２つに
分けて受け付けを行います。
①「給与・年金のみの所得の方」
②「給与・年金以外に所得のある方」

■申告に必要なもの
①所得の状況が明らかな帳簿や領収
書または計算資料など、これらが確
認できるもの

②配偶者や扶養親族などの収入額が
分かるもの

③医療費などの受領書
④生命保険料や損害保険料などの控
除証明書

⑤印鑑
※農業所得や事業所得、不動産所得
の計算書が必要な方は、各地区公
民館の窓口または市庁舎１階税務課
窓口にてお求めください。

■所得税の確定申告
　所得税の確定申告は、平成18年中
の所得と、それに対する所得税の納め
過ぎや不足分を精算するための申告で
す。源泉徴収や予定納税で納め過ぎ

になっている方や給与所得の方で雑損
控除や医療費控除を受けられる方、年
の途中で退職し、その後就職しないた
め年末調整を受けなかった方などは、
確定申告をしないと納め過ぎになってい
る税金が還付されません。税金の還付
申告を行う方は、１月４日以降、税務
署で受け付けますので、お早めに申告
してください。
　なお、申告の際は印鑑（シャチハタ
以外のもの）と預金通帳（郵便貯金
通帳も可）を持参してください。
　今年も円滑に申告業務を推進するた
め、市民の皆様のご理解とご協力をお
願いします。

■自書申告を希望される方に
　所得税の確定申告は、申告納税制
度の趣旨から確定申告書の「自書申
告」を推進しています。自書申告を希
望される方は、１月末から市庁舎１階税
務課窓口に申告書を用意していますの
でご利用ください。
　また、インターネットにも「所得税の確
定申告書作成コーナー」がありますの
でご利用ください。
●国税庁ホームページＵＲＬ
　http://www.nta.go.jp

●申告相談に当たっては、以下の点についてあらかじめご了承くださいますようお願いします。
・大平・福岡（一部）・深谷地区の方は、今年から会場が市役所本庁舎に変更になります。
・午前中に受け付けを済ませた方でも、受け付け人数によっては午後からの相談となる場合があります。
・３月13日（火）～ 15日（木）は大変込み合いますので、できる限り指定した日での申告にご協力ください。
・地区公民館での申告日に当たる２月14日（水）～27日（火）は、担当職員全員が会場に移動するため、市役所での申告は受け付けできません。
・３月７日（水）・８日（木）のみ、夜間の受け付け（18:30 ～ 19:30）を市庁舎４階大会議室で実施します。
・２月13日（火）・15日（木）・23日（金）の午後および２月28日（水）は、申告システムの保守点検などのため、受け付けできません。

　この申告は、市民税・県民税が算定されるばかりでなく、国民健康保険税（申告がないと国保税の軽減が受けられない場合が
あります）および所得証明書などの資料となる大変重要な手続きです。
　市税の納付は口座振替が便利です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  問税務課市民税係　☎22-1313

市・県民税申告相談日程表

平成19年度

市民税・県民税の申告相談 

●受付時間／9:00～11:00および13:00～17:00
　※各公民館の受け付け終了時間は15:30です。

２月2日（金）～３月15日（木）

●
斎
川
小
学
校　

仙
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
を
見
学
し
、
そ
の
後
、
学
習
発

表
会
で
リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
発
表

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
み
拾
い
な
ど
の

ク
リ
ー
ン
活
動
も
行
い
、婦
人
会
な
ど
、

地
域
の
方
々
に
も
植
栽
活
動
な
ど
で
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
白
石
第
一
小
学
校　

低
学
年
が
公
園

の
ご
み
拾
い
や
児
童
会
行
事
で
ご
み
へ

の
関
心
を
高
め
た
ほ
か
、
高
学
年
は
家

庭
科
の
授
業
で
ご
み
分
別
を
学
習
し
、

家
庭
生
活
に
お
け
る
環
境
意
識
を
高
め

ま
し
た
。

●
白
石
第
二
小
学
校　
「
ご
み
の
分
別
・

リ
サ
イ
ク
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
児
童
が
一
緒
に
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク

を
行
い
、
大
人
に
分
別
の
仕
方
を
教
わ

り
な
が
ら
、ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

●
白
川
小
学
校　

市
の
担
当
者
の
方
を

招
き
、
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
「
ご
み
集
積

所
」
に
お
け
る
出
し
方
の
ル
ー
ル
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
プ
レ
ス
、
レ
ジ
袋
の

削
減
な
ど
、
身
近
に
で
き
る
ご
み
削
減

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

●
大
鷹
沢
小
学
校　

ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
設

置
や
店
舗
の
ご
み
対
策
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。
買
い
物
で
の
マ
イ
バ
ッ
グ

な
ど
、
実
際
の
生
活
の
中
で
自
分
た
ち

に
も
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

●
小
原
小
学
校　

低
学
年
が
「
ご
み
と

ご
み
袋
の
種
類
」
に
つ
い
て
学
習
し
た

ほ
か
、
高
学
年
は
「
地
球
と
人
に
優
し

い
ご
み
の
出
し
方
」
に
つ
い
て
、
実
際

に
ご
み
を
分
別
し
な
が
ら
学
習
す
る
取

り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

●
福
岡
小
学
校　

理
科
の
時
間
に
、
ご

み
の
分
別
が
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な

が
る
こ
と
を
学
習
し
た
ほ
か
、
学
校
周

辺
の
ご
み
拾
い
を
実
施
し
て
分
別
と
環

境
保
全
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

●
深
谷
小
学
校　

深
谷
ク
リ
ー
ン
活
動

で
通
学
路
や
学
校
周
辺
の
ご
み
拾
い
を

行
い
ま
し
た
。
分
別
の
際
に
は
市
の
担

当
者
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

瓶
の
分
別
は
３
種
類
あ
る
こ
と
な
ど
を

教
わ
り
ま
し
た
。

●
越
河
小
学
校　

学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中

心
と
な
り
、
越
河
地
区
を
挙
げ
て
の
資

源
回
収
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

新
聞
紙
や
ア
ル
ミ
缶
、ビ
ー
ル
瓶
な
ど
、

校
庭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
資
源

物
を
回
収
し
ま
し
た
。

●
大
平
小
学
校　

学
校
周
辺
の
清
掃
活

動
を
実
施
し
て
分
別
に
つ
い
て
学
ぶ
と

と
も
に
、
奉
仕
や
勤
労
の
気
持
ち
を
高

め
る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

●
白
石
中
学
校　

地
域
へ
の
感
謝
や
奉

仕
の
心
を
込
め
、
全
校
生
徒
で
益
岡
公

園
や
緑
地
公
園
、
学
校
周
辺
道
路
な
ど

を
清
掃
し
、
ご
み
の
分
別
ま
で
し
っ
か

り
行
い
ま
し
た
。

●
福
岡
中
学
校　

年
に
３
回
、「
親
子

ふ
れ
あ
い
活
動
」
を
実
施
し
て
お
り
、

親
子
で
の
地
域
清
掃
活
動
後
に
、
ご
み

の
分
別
と
資
源
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。

●
白
川
中
学
校　

地
域
の
一
員
と
し
て

の
自
覚
を
高
め
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
北
白
川

駅
や
学
校
周
辺
の
清
掃
と
ご
み
拾
い
を

行
い
、
分
別
だ
け
で
な
く
、
ご
み
に
関

す
る
モ
ラ
ル
向
上
に
も
努
め
ま
し
た
。

●
東
中
学
校　

昨
年
発
足
し
た
「
安
全

安
心
Ｐ
Ｓ
Ｃ
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
の
ぼ
り

旗
を
掲
げ
な
が
ら
、
通
学
路
の
清
掃
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
南
中
学
校　

生
徒
会
の
生
活
環
境
委

員
が
中
心
と
な
り
、
ご
み
分
別
の
意
義

と
分
別
の
仕
方
を
学
習
し
た
後
、
国
道

４
号
沿
い
の
ご
み
拾
い
や
越
河
駅
舎
の

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

●
小
原
中
学
校　

全
校
生
徒
を
対
象
に

し
た
ご
み
に
関
す
る
学
習
会
を
実
施

し
、
ご
み
へ
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も

に
、
分
別
の
仕
方
を
具
体
的
に
学
習
し

ま
し
た
。

　

昨
秋
行
わ
れ
た
市
内
一
斉
ク
リ
ー
ン

作
戦
に
は
約
７
、０
０
０
名
が
参
加
し

た
ほ
か
、
沢
端
川
の
清
掃
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
事
業
所
か
ら
過
去
最
高
の
約

１
６
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
学
校
で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、

市
全
体
で
環
境
意
識
を
高
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
市
の
環
境
を
保
全
し
て
い
く

に
は
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
全
員

の
協
力
が
必
要
で
す
。

問
生
活
環
境
課　

0
２
２
―
１
３
１
４

次代を担う子どもたちが
環境への取り組みを実践
～市内一斉小中学校ごみ分別学習作戦～

　広報しろいし10月号で紹介した通り、市では子どもたちの環境・道徳意識を高めるため、教育委員会と協力し
て昨年の９月から11月にかけ、市内すべての小中学校で「市内一斉小中学校ごみ分別学習作戦」を実施しました。
　児童や生徒たちは、環境に関する授業や清掃活動、ごみの分別といった取り組みの中で、資源の大切さやごみ
に対するモラルなどを学習しましたので、その様子をご紹介します。

▲仙南リサイクルセンターでごみの分別
について学習

▲11月に行われた「深谷クリーン活動」

▲越河地区を挙げて実施された資源回収

▲ごみの分別の仕方を学習する生徒たち

ししろい
し
　
エ

コ
　プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
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ま・ち・か・ど IN！ みなさんからのすてきな情報を待ってます！

春の叙勲
旭日小綬章

　昭和49年より通算７期25年の永き
にわたり、白石市議会議員として、
市勢の発展と住民福祉向上のためご
尽力されました。また、平成５年６
月からの２年間は、白石市議会議長
の要職を務められています。

髙橋　喜多雄 氏
【地方自治功労】（白川津田）

春の危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章

　昭和38年に陸上自衛隊入隊以来、
36年の永きにわたり奉職されました。
この間、船岡駐屯地において国民の
安全と国土の保全・防衛のためご尽
力されました。

髙橋　文男 氏
【防衛功労】（外川原）

秋の叙勲
旭日双光章

　昭和58年より通算５期20年の永き
にわたり、白石市議会議員として、
市勢の発展と住民福祉向上のためご
尽力されました。また、平成11年５
月からの２年間は、白石市議会議長
の要職を務められています。

佐藤　仲弍 氏
【地方自治功労】（斎川）

秋の叙勲
瑞宝単光章

　昭和22年より弥治郎系伝統こけし製
造業に従事され、永年にわたり伝統工芸
の継承と振興にご尽力されました。全日
本こけしコンクールでは、平成４年、８年、
11年に内閣総理大臣賞を受賞され、全
国で初の名人位に推戴されています。

新山　左京 氏
【伝統工芸業務功労】（福岡八宮）

秋の危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章

　昭和23年に仙台北警察署巡査とな
られて以来、40年の永きにわたり奉
職されました。この間、大河原警察
署警部、宮城県警本部警部などの要
職を務められ、犯罪防止と地域住民
の生活安全のためご尽力されました。

佐藤　喜久治 氏
【警察功労】（福岡長袋）

秋の危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章

　昭和39年に航空自衛隊入隊以来、
35年の永きにわたり奉職されました。
この間、航空管制官として、百里管
制隊や松島管制隊などにおいて、国
民の安全と国土の保全・防衛のため
ご尽力されました。

菅原　　忠 氏
【防衛功労】（福岡長袋）

秋の危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章

　昭和38年に陸上自衛隊入隊以来、
36年の永きにわたり奉職されました。
この間、船岡駐屯地業務隊や東北補
給処船岡弾薬支処などにおいて、国
民の安全と国土の保全・防衛のため
ご尽力されました。

山畑　金彦 氏
【防衛功労】（福岡長袋）

高齢者叙勲
瑞宝双光章

　昭和11年に横浜税関配属以来、39
年の永きにわたり奉職されました。
この間、久慈税務署長や相馬税務署
長などの要職を務められ、円滑な税
務行政の運営と納税思想の普及のた
めご尽力されました。

鈴木　嘉平 氏
【税務行政事務功労】（十王堂北）

高齢者叙勲
瑞宝双光章

　昭和12年に宮城県会計課配属以来、
33年の永きにわたり奉職されました。
この間、老人福祉課長や宮城県福祉
事業団福祉部長などの要職を務めら
れ、円滑な行政の運営と住民福祉向
上のためご尽力されました。

加藤　文二 氏
【地方自治功労】（西益岡町）

　11月19日、白石サッカー公園で第
３回白石サッカー協会会長杯が開催
されました。
　この大会は、シニア世代のサッ
カーマンの交流と親ぼくを図ろう
と、同協会が主催したものです。
　大会には、市内外から３チームが
出場。40歳から50歳後半の元気なシ
ニア選手が熱い、そして熟練したプ
レーを披露しました。試合終了後、
選手たちは握手を交わしながら、互
いの健闘をたたえるとともに、再会
を誓い合っていました。

　また、上郡山自治会のお祭りは、会
館が新築されてから今年で10年目を
迎えたのを記念して開催されました。
　このお祭りでは、地域の皆さんの
交流を図るとともに、地域の皆さん
の絵画や写真など作品の展示のほ
か、12日には日本舞踊や民謡などの
芸能発表会、新鮮農産物の販売や子
どものゲームコーナーなど、10年目
を迎えた地域の拠点の自治会館は、
たくさんの人たちで大にぎわいでし
た。

　11月11・12日の両日、寿山自治会
館および上郡山自治会館において、
「会館まつり」が開催されました。

　寿山自治会のお祭りは、地域にお
ける世代を超えた交流を図り住み良
い地域を目指そうと、３年前に自治
会館が新築されたのをきっかけとし
て開催しており、今年で３回目です。
　会場には、絵画や手芸、書道など
自治会の皆さんの作品が展示された
ほか、竹細工コーナーが設けられ、
参加した子どもたちは竹トンボ作り
などに熱中していました。

　11月13日、中央公民館で国際料理
講習会が開催され、市内から参加し
た19名が異国料理に挑みました。
　市国際交流協会とボランティア
「やまぶき会」の共催で毎年開催さ
れているこの講習会。今年はタイ出
身のピスコット・アルコムさんと
ニッタヤ・ケウプラックさんら３人
を講師に招き、トムヤンクンやグ
リーンカリー作りに挑戦しました。
　悪戦苦闘しながらも見事出来上
がった料理に、参加者からは笑みが
こぼれていました。

（11月18日、中央公民館）

　市内の各学校での体験活動や地域
の安全を守る活動などの実践が発表
され、家庭、学校、地域、行政が今
できることから実践しようという大
会宣言を採択して閉会しました。

白石市青少年健全育成市民の集い

（11月２日～23日、市役所大会議室）

　４回にわたり開催されたこの講座
では、宮城学院女子大学をはじめ普
段なかなか聞くことのできない講義
が行われ、受講生の皆さんは熱心に
受講していました。

みやぎ県民大学「仙南の歴史と文化」

（11月28日、ホワイトキューブ）

　交通安全思想の普及徹底を目指し
て毎年開催されているこの大会。交
通安全功労者表彰や講話が行われ、
参加者は安全な地域づくりに向けて
決意を新たにしていました。

第29回白石市交通安全市民大会

今、シニアサッカーが熱い…

第3回白石サッカー協会会長杯シニア大会
本場の味を実体験！

中央公民館で国際料理講習会を開催

地域のふれあいを大切に！！

本町で「手作りの市」を開催寿山自治会・上郡山自治会で「会館まつり」を開催

平成18年晴れの叙勲平成18年晴れの叙勲
～受章おめでとうございます～～受章おめでとうございます～

▲12月７日に行われた叙勲祝賀会

　平成18年春・秋の叙勲、危険業務従事者叙勲、高齢者叙勲で、各分野
における功労者として９名の皆様が、晴れの受章の栄に浴されました。
　受章された皆様の栄誉をたたえ、叙勲祝賀会が12月７日にパレスリ
ゾート白石蔵王で催され、約300人が参加して受章を祝いました。
　なお、加藤文二様におかれましては12月１日付けでの発令となったた
め、１月５日に開催する「新春を寿

ことほ

ぐ市民の集い」にて、祝福申し上げ
ることとしています。

▲試合終了後は和気あいあいと“ノー・サイド”

▲地域の皆さんの素晴らしい作品の数々

▲料理を通じて楽しく国際交流！

▲各学校や地域での実践活動の発表

▲11月２日に開催された講座の様子

▲ひかり幼稚園児による「誓いのことば」

▲芸能発表会はたくさんの人で大にぎわい！
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～詩吟を生涯の友としませんか～
●日時／毎週土曜日　13:00～15:30
●場所／中央公民館

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

リサの

マイ
サークル
宮城岳風会白石教場

１８9

　鈴木　久男　025-9824

　私たちは、全国に会員を持つ社団法人日

本詩吟学院岳風会の宮城岳風会白石教場の

会員で、現在男９名、女10名 計19名で詩

吟を学んでいます。

　市民文化祭、公民館まつり、城の会など

のイベントに積極的に参加しています。

　また、昨年６月には白石を会場に県南大

会が盛大に開催され、150名の吟友と共に

詩吟を楽しみました。

　詩吟というと難しいと思われますが、決

してそうではありません。大きな声を出し

て吟ずれば良いのです。腹から声を出すの

で健康にも良く、皆と和気あいあい吟じて

います。詩吟に興味のある方は、随時募集

していますので、皆さんのご入会をお待ち

しています。
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る
ブ
ナ
の
大
樹
の
音
聞
く
と
妻
は
足
止
め
耳

当
て
て
ゐ
る 
後
藤
今
朝
雄

細
々
と
野
菜
実
れ
る
老
い
の
畑
あ
る
じ
倒
れ
て
草
繁

り
を
り 

川
村　

静
恵

秋
深
く
今
日
も
夜
長
を
も
て
あ
ま
し
こ
っ
そ
り
起
き

て
冬
物
を
出
す 

阿
部
み
さ
子

松
窓
会
奥
の
松
島
尋
ぬ
れ
ば
松
の
み
ど
り
と
青
き
海

原 

阿
部　

英
雄

　
　

一
首
目
、
限
ら
れ
た
時
を
享
受
し
た
い
と
す
る

下
の
句
が
直ち

ょ
く

截せ
つ

。

　

二
首
目
、
生
活
の
一
齣こ

ま

で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
消
息
を
思
う
作
者
―
―
愁
い
が
あ
る
。

　

三
首
目
、
結
句
が
い
い
。
そ
の
明
る
い
響
き
は
、

そ
ろ
ば
ん
へ
の
愛
着
を
思
わ
せ
る
が
、
亡
き
夫
君
へ

の
語
り
掛
け
と
も
な
っ
て
い
よ
う
。

紅
葉
狩
堪
能
し
た
る
顔
で
あ
り 

山
家　

弘
子

む
ら
さ
き
の
山
の
果
よ
り
初
時
雨 

岩
松　

隆
志

掛
稲
に
片
側
だ
け
の
夕
日
か
な 

大
庭　

良
子

甲
冑
堂
整
然
と
し
て
冬
仕
度 

制
野　

リ
エ

鮭
上
る
白
石
川
は
水
清
し 

遠
藤　

忠
臣

一
蝶
の
ふ
は
り
ふ
は
り
と
秋
日
和 

福
原　

峯
子

球
根
を
植
え
し
安
堵
の
鰯
雲 

髙
子
う
こ
ん

蜻か
げ

蛉ろ
う

や
こ
れ
ほ
ど
飛
ん
で
会
ひ
触
れ
ず 

川
村　

静
恵

紅
葉
燃
ゆ
蔵
王
お
釜
の
裾
ま
で
も 

斎
藤　

典
子

帰
り
花
夜
来
の
雨
に
ふ
る
え
を
り 

寺
崎　

悦
子

持
ち
寄
り
の
重
箱
並
べ
芋
煮
会 

水
戸　

光
穂

　
　

一
句
目
、蔵
王
の
紅
葉
を
見
て
来
ら
れ
た
の
か
。

紅
潮
さ
れ
た
顔
で
の
お
し
ゃ
べ
り
の
友
を
堪
能
さ
れ

た
表
情
を
一
句
に
、山
々
の
紅
葉
が
見
え
る
よ
う
だ
。

　

二
句
目
、
初
冬
に
初
め
て
降
る
時
雨
を
初
時
雨
と

言
い
、
山
々
は
む
ら
さ
き
に
な
る
。「
山
の
果
よ
り
」

が
こ
の
句
の
ポ
イ
ン
ト
か
。

　

三
句
目
、
掛
稲
に
夕
日
が
当
た
る
、
そ
れ
も
「
片

側
だ
け
」と
言
い
切
る
し
っ
か
り
し
た
俳
句
で
あ
る
。

　

い
ろ
い
ろ
な
も
の
へ
の
投
句
は
散
漫
に
な
り
、
良

い
作
品
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
私
の
た
め
の
鶴
を
折
る 

小
野
嘉
津
子

鍋
焦
が
し
黙
々
と
研
ぐ
妻
の
留
守 

高
橋　

要
一

親
が
子
の
還
暦
祝
い
で
き
る
幸 

四
竃　

英
夫

あ
の
頃
に
戻
っ
て
し
た
い
夢
が
あ
る 

大
庭　

良
子

秀
才
も
凡
才
も
な
し
同
級
会 

阿
部
は
ぎ
の

笑
顔
に
て
会
釈
す
れ
ど
も
何
処
の
人 

石
沢　

敏
子

ニ
セ
息
子
今
日
は
何
処
を
騙
す
や
ら 

水
戸　

光
穂

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
前
掛
し
て
る
女
性
お
り 

佐
藤　

尚
志

パ
ー
マ
か
け
縦
横
し
わ
を
伸
ば
し
て
見 

阿
部
み
さ
子

野
良
猫
の
母
の
強
さ
を
思
い
知
る 

寺
崎　

悦
子

　
　

亥
歳
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

一
句
目
、
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
頑
張
っ
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
は
趣
味
を
生
か
し
、大
い
に
楽
し
み
た
い
。

健
康
に
注
意
し
前
向
き
に
。
あ
の
優
雅
な
鶴
の
よ
う

に
長
寿
を
全
う
し
た
い
と
願
う
。

　

二
句
目
、「
あ
っ
」
と
言
う
間
に
鍋
も
中
身
も
真
っ

黒
。
頭
の
中
は
真
っ
白
、
無
心
に
な
っ
て
鍋
を
研
ぐ

と
、
心
の
焦
げ
も
消
え
て
ゆ
く
。
妻
の
あ
り
が
た
さ

が
身
に
染
み
た
一
日
だ
っ
た
。

　

三
句
目
、
今
日
は
息
子
の
還
暦
祝
い
。
床
の
間
を

背
に
座
っ
て
い
る
姿
、
六
十
年
と
い
う
年
月
。
あ
の

ひ
弱
な
子
ど
も
が
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
育
っ
た
も
の

だ
。
こ
れ
も
皆
様
の
お
か
げ
、
親
と
し
て
こ
ん
な
に

う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
。

評

評 評

市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板 （1月1日～2月5日）〈　　＝花火打ち上げ〉

※そのほかのイベント情報などの詳細については、白石市のホームページをご覧ください。

開催日 時間 イベント名 場所 有・無料 問い合わせ先 備考
12月12日（火）
～1月22日（月）

9:00～
16:00 柴田長吉郎コレクション展PART1 弥治郎こけし村 入村無料 弥治郎こけし村

☎26-3993 23頁掲載

1月  1日（祝） 6:30～
7:30 初日の出を拝む会 白石城天守閣 無料 白石城管理事務所

☎24-3030

1月  2日（火）10:00～11:00 こけしの初挽
び
き 弥治郎こけし村 入村無料 弥治郎こけし村

☎26-3993 23頁掲載

1月  5日（金）11:00～ 新春を寿
ことほ
ぐ市民の集い パレスリゾート

白石蔵王
参加費3,000円

（申し込み受け付け終了）
総務課秘書係
☎22-1333

1月  7日（日）10:00～15:00 碧水園初釜「新春茶会」 碧水園 お茶券1,000円 古典芸能伝承の館☎25-7949 24頁掲載

1月  7日（日）11:00～13:00 七草の会 武家屋敷
「旧小関家」

大　　　人200円、
高校生以下100円
（P23の無料券持参
の方は無料）

博物館建設準備室
☎22-1343 23頁掲載

1月  7日（日）10:00～（9:00受け付け開始） 成人式 中央公民館 入場無料 中央公民館
☎26-2453

1月13日（土）14:00～15:30
第14回白石市生涯学習フェスティバル事業
谷川俊太郎・谷川賢作～朗読と音楽の
コンサート～（テーマ「家族の肖像」）

ホワイトキューブ 入場無料
（定員600名ほど）

生涯学習課
☎22-1327 33頁掲載

1月14日（日）10:00～ 碧水園舞台開き 碧水園 入場無料 古典芸能伝承の館
☎25-7949 24頁掲載

1月14日（日）10:30～ 第4回冬の検断屋敷まつり 小原検断屋敷 見学無料 小原公民館
☎29-2031 22頁掲載

1月20日（土）10:00～11:30
定期リサイクル教室
「牛乳パックからひし形変形花瓶を作ろう」いきいきプラザ

参加無料（材料持参）
※申込必要

いきいきプラザ
☎22-1635 22頁掲載

1月20日（土）13:30～（12:30開場）
碧水園開館15周年記念
「喜多流青年能」 碧水園 有料（詳しくはお問

い合わせください）
古典芸能伝承の館
☎25-7949 24頁掲載

1月21日（日）18:00～（17:30開場）
ホワイトキューブ10周年記念
「森山良子コンサート」 ホワイトキューブ 6,500円

（全席指定）
ホワイトキューブ
☎22-1290

1月27日（土） 8:30～
12:00 いきいきプラザフリーマーケット いきいきプラザ 入場無料

※出店希望者連絡必要
いきいきプラザ
☎22-1635 22頁掲載

1月28日（日） 8:45集合 第45回新春囲碁・将棋大会
（申し込み締め切り1月18日） 中央公民館 参　加　費1,200円

中学生以下   600円
中央公民館
☎26-2453 33頁掲載

2月  3日（土）10:00～ 節分の会 武家屋敷
「旧小関家」

大         人200円、
高校生以下100円

博物館建設準備室
☎22-1343

歌　

壇

岩　

崎　

聰
之
介　

選

俳　

壇

遠　

藤　

秋　

尾　

選

柳　

壇

米　

澤　

礼　

子　

選

2007- bring it on !（さぁこい！2007年）
　あ～ぁ。今年で25歳。20歳の時、友達に25歳までに結婚して、
27歳で子どもを産みたいと言いました。とんでもない、ありえない。
今は30歳で結婚すればいいなと思う。でもたぶん30歳に近づいても
シングルで、どんどん30が31、31が32、32が33になっていくだろ
う…。今の世の中、女性たちは遅く結婚するのがトレンド。仕事、
旅行、自分で家を買う、フリーダム、やりたいことがいっぱい。何
十年前ほどプレッシャーはないようだ。いいねぇ～。
　外国から来た女性は日本に住むようになって、自分自身やイメー
ジが傷つくことがあります。それは洋服を買うとき、外国では普通
のサイズかもしれないけれども、日本のサイズではLLでも入らな
かったり、すてきな靴はたくさんあるけれども全部小さすぎてイラ
イラするALTの友達が結構います。外国の女性は日本人の女の子よ
り背が高くて体が大きい、それで「かわいい～」という感じは日本
人の女の子ほどありません。同じプログラムのALT男性は、日本に
来て日本人の女の子に夢中になるけれど、私たち外国の女性が日本
人の男性からデートに誘われることはめったにありません。
　逆に、いわゆる「ガイジン」の男性は日本に来て「スーパー・ス
ター」に変身します。どんなにその男性が自分の国でもてなくって
も、日本に来たら、ただ外国の男性として「かっこいい～」と言わ
れます。私たちは女子高校の近くに住んでいます。よく前のALTボー
イズと一緒に歩いていると「アダーム!!　エリック!!　リチャード!!」
と女子高生はキャーキャーと騒ぎます。3人の男の子たちはニコニ
コ、大喜び。リサは彼らに言いました。「この時期を大切にしなさい。
国に帰ったらこれが普通ではないよ。」ALTのボーイズはいつも笑
顔で「リサは男子校の生徒たちから「リサ!リサ!」と騒がれないか

ら（確かにそうだ）、嫉
しっ

妬
と

しているだけだ。」と言い返していました。
（^o^）
　この間、日本の友達から「お見合いテレビ番組」に出たらと勧め
られました。皆さんどう思いますか?　このJETプログラムが終わっ
てオーストラリアで就職するより、世界を旅行して愛を探せばいい
のかな?　さっそく昨日の夜初めてその番組を見ていたら応募して
しまいました……。

　去年の12月3日はいろんな理由でとてもハッピーな日でした。
①朝8時に家を出た時に雪が降っていた。手を開いて、雪が手に冷
たく落ちるのをうれしく見ていた。私にとってまだ雪は「マジカ
ル」の雰囲気があります。

②みやぎ国際協力のつどいin白石。600人以上のお客さんが中央公
民館に来てくれたそうです。実行委員会の坂本さん、JICAの阿
部さんとスタッフ、素晴らしい国際イベントの成功おめでとうご
ざいます。ALTの友達と一緒にオーストラリアのブースと子ども
たちのアボリジニ・アートコーナーをとても楽しくやりました。

③その日、どんなに白石に慣れたか感動しました。もう白石に来て
から1年間半たちます。本当に白石は「my home」のようです。
講座にいる友達、白石のかわいい小学生、ALTの生徒や元気いっ
ぱいなJunior High Leaders、優しい市役所の人、それにほかのボ
ランティアと一緒に過ごして本当に楽しい一日でした。

　皆さん、明けましておめでとうございます。 今年1年が良い年で
あるように頑張りましょう！



　は問い合わせ先です

D o you know?

く
ら
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ン
ト

1819

「
衰
え
な
い
振
り
込
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詐
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」

問
い
き
い
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プ
ラ
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消
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生
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談
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２
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０
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３
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・
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９
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市
内
で
事
業
を
営
む
た
め
、
左
表
に

例
示
の
機
械
や
器
具
、
備
品
と
い
っ
た

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
個
人
や
法

人
の
方
は
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り

毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
償
却
資

産
の
所
有
状
況
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
固
定
資
産
台
帳
や
減
価
償

却
費
明
細
書
を
必
ず
確
認
の
上
、
期
限

ま
で
に
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
昨
年
申
告
さ
れ
た
方
に
は
通

知
書
や
申
告
書
な
ど
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
用
紙
が
届
い
て
い
な
い
方
や
足
り

な
い
方
、
昨
年
新
た
に
事
業
を
始
め
ら

れ
た
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
告
期
限　

１
月
31
日（
水
）

●
提
出
先　
市
庁
舎
１
階
税
務
課
固
定
資
産
税
係

※
市
内
の
事
業
者
に
償
却
資
産
を
貸
し

付
け
て
い
る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
に
来
春
入
学
ま
た
は
在
学

中
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
方
で
、
経

済
的
な
理
由
か
ら
就
学
準
備
な
ど
に
支

障
を
来
す
方
の
た
め
に
、
就
学
援
助
制

度
が
あ
り
ま
す
。
就
学
援
助
申
請
が
認

定
さ
れ
る
と
、
給
食
費
や
学
用
品
費
な

ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
、
１
月
中
に
就
学
予
定
校
ま
た
は
在

学
校
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
現
在

援
助
を
受
け
て
い
る
方
も
、
引
き
続
き

希
望
さ
れ
る
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
。

問
学
校
教
育
課　

0
２
２
―
１
３
４
２

　

平
成
19
年
１
月
か
ら
㈱
東
日
本
ひ
ま

わ
り
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る

福
祉
事
業
が
「
社
会
福
祉
法
人
白
石
ひ

ま
わ
り
」
に
移
管
さ
れ
る
た
め
、
次
の

通
り
の
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。

●
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

事
業
移
管
手
続
き
の
た
め
、
同
法
人

の
営
業
を
１
月
か
ら
３
月
ま
で
休
止
し

ま
す
。
休
止
中
は
助
成
券
記
載
の
別
の

事
業
者
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
在
宅
老
人
等
紙
お
む
つ
給
付
事
業

  

対
象
者
の
う
ち
、
㈱
東
日
本
ひ
ま
わ

り
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
納
入
薬
局
に
指
定

し
て
い
た
方
の
受
給
者
証
は
、
１
月
以

降
も
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

問
長
寿
課　
　
　

0
２
２
―
１
３
６
１

　

福
祉
事
務
所　

0
２
２
―
１
４
０
０

　

住
居
表
示
は
、
市
街
地
に
お
け
る
住

所
の
表
示
方
法
を「
○
丁
目
○
番
○
号
」

と
い
う
合
理
的
で
分
り
や
す
い
も
の
に

改
め
、
市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
を
図

る
も
の
で
す
。
市
で
は
、
鷹
巣
土
地
区

画
整
理
事
業
区
域
内
の
住
居
表
示
実
施

を
２
月
中
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
区
域
内
の
皆
様
に
は
あ
ら
か
じ

め
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
都
市
整
備
課　

0
２
２
―
１
３
２
５

　

20
歳
の
皆
さ
ん
、
ご
成
人
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
国
民
年
金
は
、
国
が

責
任
を
持
っ
て
運
営
す
る
公
的
年
金
制

度
で
、
国
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
に
法
律
で
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
老
後
の
生
活
保
障
だ
け

で
な
く
、
病
気
や
事
故
で
障
害
者
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
や
、
一
家
の
働

き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
、
不
測

の
事
態
が
発
生
し
た
と
き
の
生
活
を
保

障
す
る
役
割
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
付
し
て
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
は
、
義
務
で
あ
り
権
利
で
す
。

国
民
年
金
の
意
義
と
役
割
を
踏
ま
え
、

月
々
の
支
払
い
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は

　

学
生
や
20
代
の
方
で
月
々
の
支
払
い

が
困
難
な
場
合
に
、
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
猶
予
が
承
認
さ

れ
た
期
間
は
、
障
害
年
金
な
ど
の
保
障

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
申
請
も
せ
ず
、
未

納
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
の
は
、
自
ら
年

金
を
受
け
る
権
利
を
放
棄
す
る
よ
う
な

も
の
で
す
。
あ
な
た
自
身
の
た
め
に
、

国
民
年
金
の
免
除
制
度
は
、
正
し
い
申

請
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
大
河
原
社
会
保
険
事
務
所

　

0
０
２
２
４
―
５
１
―
３
１
１
１

　

市
民
課
国
民
年
金
相
談
係

　

0
２
２
―
１
３
１
２

　

障
害
者
自
立
支
援
法
で
導
入
さ
れ
た

サ
ー
ビ
ス
量
と
所
得
に
応
じ
た
定
率
負

担
に
よ
る
利
用
者
負
担
の
軽
減
措
置
を

１
月
利
用
分
よ
り
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
期
間　

平
成
19
年
１
月
利
用
分

か
ら
の
３
年
間
（
平
成
18
〜
20
年
度
）

●
負
担
軽
減
率　

障
害
者
自
立
支
援
法

に
基
づ
く
所
得
区
分
ご
と
の
月
額
負
担

上
限
額
を
18
年
度
は
４
分
の
１
に
、
19

年
度
は
４
分
の
２
に
、
20
年
度
は
４
分

の
３
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
ま
す
。

●
所
得
区
分
ご
と
の
軽
減
措
置
の
内
容

※
１
．
低
所
得
①
と
は
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
で
本
人
の
年
収
が
80
万
円
以

下
の
世
帯
を
い
い
ま
す
。

※
２
．
低
所
得
②
と
は
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
で
低
所
得
①
以
外
の
世
帯
を

い
い
ま
す
。

　

個
別
減
免
な
ど
、
ほ
か
の
負
担
軽
減

措
置
の
適
用
を
受
け
て
、
表
中
の
「
法

に
基
づ
く
月
額
負
担
上
限
額
」
よ
り
低

い
月
額
負
担
上
限
額
と
な
っ
て
い
る
方

は
、
そ
の
月
額
負
担
上
限
額
と
本
市
独

自
の
軽
減
後
の
金
額
を
比
較
し
、
低
い

方
を
適
用
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
、
行
動

援
護
、
療
養
介
護
、
生
活
介
護
、
児
童

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
入
所
、
重
度
障

害
者
等
包
括
支
援
、
共
同
生
活
介
護
、

施
設
入
所
支
援
、
自
立
支
援
、
就
労
移

行
支
援
、
就
労
継
続
支
援
、
行
動
生
活

援
助
な
ど
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
５

条
で
規
定
さ
れ
た
法
定
サ
ー
ビ
ス

※
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
（
法
定

給
付
）
に
該
当
す
る
場
合
は
法
律
が

優
先
す
る
た
め
、
自
己
負
担
の
「
軽

減
策
」
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

軽
減
措
置
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福

祉
事
務
所
自
立
支
援
係
（
福
岡
蔵
本
字

茶
園
62
―
１
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
事
務
所
自
立
支
援
係

　

0
２
２
―
１
４
０
０

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
悪
質
業
者
に
負
け

な
い
よ
う
に
と
、
神
明
社
の
元
朝
参
り

で
誓
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
住
み
良
い
白
石
に
な
る
よ

う
、
皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
振
り
込
め
詐
欺

　

こ
れ
ま
で
「
振
り
込
め
詐
欺
」
の
被

害
は
市
内
に
は
無
い
と
聞
い
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
11
月
に
、「
息
子
と
思

い
込
み
、
５
５
６
万
円
を
振
り
込
ん
で

し
ま
っ
た
。」
と
い
う
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
明
日
は
わ
が
身
で
す
。
不
審

な
電
話
に
は
充
分
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。
誰
も
が
自
分
に
そ
の
よ
う
な
電
話

が
か
か
っ
て
く
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。
悪
質
業
者
は
そ
う
い
っ
た
心
の

隙
間
に
入
り
込
ん
で
き
ま
す
。
常
日
ご

ろ
か
ら
家
族
間
で
確
認
を
し
っ
か
り

取
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
家
族

に
成
り
済
ま
し
て
「
電
話
番
号
を
変
更

し
た
。」
と
電
話
し
て
く
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
本
人
確
認
を
取
り

ま
し
ょ
う
。
小
ま
め
に
本
人
の
確
認
を

取
る
こ
と
で
、
元
気
で
頑
張
っ
て
い
る

と
い
う
確
認
も
で
き
ま
す
。

●
架
空
請
求

　
「
架
空
請
求
」
も
ま
だ
ま
だ
衰
え
て

い
ま
せ
ん
。
最
近
、
は
が
き
や
封
書
で

送
ら
れ
て
く
る
よ
う
で
す
。
一
度
配
達

さ
れ
る
と
、
そ
の
後
何
度
も
送
ら
れ
て

き
ま
す
の
で
、
根
気
強
く
無
視
し
続
け

て
く
だ
さ
い
。
絶
対
に
連
絡
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　

業
者
は
文
中
で
「
万
が
一
身
に
覚
え

の
無
い
方
は
、
早
急
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
」、「
訴
訟
を
取
り
下
げ
て
ほ
し
い
場

合
は
、
書
面
到
着
後
３
日
以
内
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
消
費
者
を
慌
て

さ
せ
、
連
絡
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
手
口
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ

う
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
海
外
宝
く
じ
詐
欺

　
「
海
外
宝
く
じ
詐
欺
」
も
衰
え
て
い

ま
せ
ん
。
昨
年
は
１
人
に
10
通
以
上
送

ら
れ
て
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

相
談
か
ら
帰
る
と
ま
た
配
達
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
も
消
費
者
心
理
を
乱
す
も

の
で
す
。
い
か
に
も
何
千
万
円
が
当
選

し
た
か
の
よ
う
な
文
面
で
「
早
く
受
け

取
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
要

求
し
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま

で
も
「
当
た
る
チ
ャ
ン
ス
に
２
千
円
で

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
だ
け

の
勧
誘
で
す
。

　

ま
た
、「
８
千
円
で
何
千
万
円
の
ご

融
資
を
し
ま
す
」
と
い
う
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
も
配
達
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
こ
れ
も
悪
質
な
申
込
金
稼
ぎ
で

す
。
商
工
会
議
所
な
ど
に
確
認
す
る
の

も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
次
か
ら
次
へ
と
新
手

の
商
法
が
出
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
不

審
な
情
報
が
送
ら
れ
て
き
た
場
合
に

は
、
関
係
す
る
公
的
機
関
や
最
寄
り
の

警
察
署
、
消
費
生
活
相
談
室
ま
で
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
は
、
有
権

者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
で
調
製
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、
平
成

19
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
を
「
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

書
」
に
記
入
・
押
印
し
て
、
１
月
10
日

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
載
申
請
書
は
、
自
治
会
長
な
ど
の

農
業
委
員
会
協
力
員
が
12
月
下
旬
に

配
布
し
、１
月
上
旬
に
回
収
し
ま
す
。

期
間
内
に
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
権
を
有
す
る
方

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
昭
和
62
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
満
20
歳
以

上
の
方
で
、
次
の
要
件
を
備
え
る
方

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
、

耕
作
業
務
を
営
む
方

②
①
の
同
居
親
族
（
６
親
等
内
の
血
族

ま
た
は
３
親
等
内
の
姻
族
）
ま
た
は

そ
の
配
偶
者
の
方
で
、
年
間
に
お
お

む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
方

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕

作
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
ま
た
は
社
員
の
方
で
、年
間
に
お
お

む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
方

●
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

・
期
間　

２
月
23
日（
金
）〜
３
月
９
日（
金
）

・
場
所　

市
庁
舎
４
階
選
挙
管
理
委
員

　
　
　
　

会
事
務
局

問
農
業
委
員
会
事
務
局　
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２
―
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２
５
６

▲住居表示実施区域（鷹巣地区）

鷹
巣
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
の

住
居
表
示
を
実
施
し
ま
す

就
学
援
助（
要
保
護
・
準
要
保
護
）

制
度
が
あ
り
ま
す

20
歳
に
な
る
と
国
民
年
金
へ
の

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

㈱
東
日
本
ひ
ま
わ
り
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

社
会
福
祉
法
人
に
移
行
し
ま
す

償
却
資
産
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係　

0
２
２
―
１
３
１
３

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
軽
減
措
置
を
実
施
し
ま
す

●償却資産の対象となる主な資産例（業種別）
業種 資産名称

全業種共通
駐車場舗装（アスファルト）、門・塀、エアコン、看
板、受変電・自家発電などの電気設備、中央監視
装置、屋外の給排水ガス設備、広告設備、内装（テ
ナントが施工したもの）など

一般事業所
（事務所）

パソコン、コピー機、ロッカー、エアコン、応接セッ
ト、キャビネット、金庫など

不動産賃貸
（アパート、駐車場など）

自転車置場、屋外灯、屋外の給排水ガス設備、駐
車場用機械設備、駐車場舗装、門・塀、エアコン、
そのほかの屋外設備など

小売店・飲食店
レジスター、自動販売機、ガスレンジなどの厨房用
品、テレビ、カラオケ、冷蔵庫、陳列ケース、エアコ
ン、看板、内装（テナントが施工したもの）など

写真店 写真現像焼付設備、パソコン、デジタル複写機、
エアコンなど

ガソリンスタンド
独立キャノピー、給油装置、洗車装置、屋外照明
設備、構内舗装、コンクリート擁壁、排水除害設
備、ホイールバランサー、コンプレッサーなど

建設業 ブルドーザーやスイーパーなどの建設用大型特殊
自動車、掘削機、測量機器など

理容・美容業
サインポール、理美容いす、洗面設備、タオル蒸
器、ドライヤー、テレビ、エアコン、レジスター、内装
（テナントが施工したもの）など

病　院
ベッド、手術台、Ｘ線装置などの医療用機器、エア
コン、給食用厨房用品、看板、内装（テナントが施
工したもの）など

クリーニング業 洗濯機、脱水機、乾燥機、プレス機、ボイラー、ビニール包装設備など

自動車修理業 測定・検査工具、旋盤、プレス機、圧縮機、舗装路面など

娯楽業
パチンコ台、スロット機、テレビゲーム機、両替機、
カラオケ機器、ゴルフ練習場ネット設備、テニス
コートなど

印刷業 各種製版機および印刷機、裁断機、製本設備など

所得区分 法 に 基 づ く
月額負担上限額 平成18年度 平成19年度 平成20年度

生活保護受給世帯 0円 － － －

低所得①（※１） 15,000円 3,750円 7,500円 11,250円

低所得②（※２） 24,600円 6,150円 12,300円 18,450円

市民税課税世帯 37,200円 9,300円 18,600円 27,900円



̶̶̶思いやりのある良質で信頼される医療を目指して̶̶̶

2021

問公立刈田綜合病院　問公立刈田綜合病院　0025-214525-2145

問生活環境課　022－1314

地区名

ごみ区分

越　河
斎　川
大　平

大鷹沢
白　川
小下倉

大鷹沢田中 福　岡
小　原

市街東北本線
東　側 鷹　巣 市街東北本線

西　側

ペットボトル
（第１曜日）

びん類
（第2・第5曜日）

缶
（第3・第5曜日）

プラスチック
（第３曜日）

もやせないごみ
（第４曜日）

紙　　類
火 月 金 木 金 月 水

もやせるごみ

火・金 月・木 月・水・木 火・水・金

  

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
倒
壊
を
防
い

だ
り
、
家
具
の
転
倒
を
防
止
し
た
り
す

る
た
め
の
各
種
耐
震
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

■
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

　

住
宅
所
有
者
の
申
請
に
よ
り
、
市
が

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
て
耐

震
診
断
を
行
い
ま
す
。診
断
に
当
た
り
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
築
し
た
木
造
在
来
工
法
の
戸

建
て
住
宅
（
現
在
の
建
築
基
準
法
耐
震

基
準
が
施
行
さ
れ
る
以
前
の
住
宅
）

●
助
成
内
容  

助
成
対
象
の
限
度
額
は

14
万
４
千
円
で
す
。
そ
の
う
ち
市
が

13
万
６
千
円
を
助
成
し
ま
す
の
で
、
個

人
負
担
は
８
千
円
と
な
り
ま
す
。
限
度

額
を
越
え
る
部
分
の
費
用
に
つ
い
て
は

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
家
具
転
倒
防
止
工
事
事
業

　

市
が
窓
口
と
な
っ
て
、（
社
）宮
城
県

建
築
士
会
白
石
刈
田
支
部
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。
一
度
見
積
り

を
作
り
、
そ
れ
を
確
認
し
た
上
で
工
事

に
入
り
ま
す
。

●
対
象
建
築
物　

市
内
の
建
物
で
あ
れ

ば
特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
貸
家

な
ど
に
つ
い
て
は
、
貸
主
の
承
諾
を
得

た
建
物
に
限
り
ま
す
。
な
お
、
工
事
に

要
す
る
費
用
の
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
建
設
課
建
築
住
宅
係　

0
２
２
―
１
３
２
６

　

第
８
回
特
別
弔
慰
金
は
、
終
戦
60
周

年
に
当
た
り
、
国
が
改
め
て
戦
没
者
な

ど
の
遺
族
に
対
し
て
弔
慰
の
意
を
表
す

た
め
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

●
支
給
条
件
お
よ
び
支
給
内
容

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
を
受
け
る
方

が
い
な
い
場
合
に
、
第
８
回
特
別
弔
慰

金
と
し
て
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の

記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
ご
遺
族

　

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族

お
一
人
で
す
。

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
取
得
者

②
戦
没
者
の
子

③
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有
し
て
お
り
、

戦
没
者
な
ど
と
氏
が
同
じ
で
あ
る

　マタニティーホームでのお産は医師管理のお産と違
い、助産師が主体となって健診から分

ぶん

娩
べん

介助、退院後の
母子訪問まで行います。お産は畳の上で楽な姿勢で行い、
生んだ後はすぐに赤ちゃんを抱っこできますし、産後は
母児同床でお母さんと赤ちゃんは一緒の布団で休んでい
ただきます。ほとんどの出産で夫や赤ちゃんのお兄ちゃ
んやお姉ちゃん、ご家族が立ち会っています。また、産
科の医師がバックアップしますので安心です（※）。退院
後もお産を担当した助産師がご家庭を訪問し、育児相談
などを通じてお母さんと赤ちゃんを応援していきます。
「マタニティーホーム」について
のお問い合わせは、医療相談室
（内線2601）までお願いします。
※対象となる方は、マタニティーホー
ムの利用を希望し、妊娠20週の段階
で医師に自然分娩が可能と診断され
た方です。

マタニティーホーム（院内助産所）でお産しませんか？

　当院では、平成17年10月に東北で初めてマタニティー
ホーム（院内助産所）を開設し、これまで10人の元気
な赤ちゃんが生まれました。マタニティーホームで出産
したお母さんからは「院内助産所での出産はアットホー
ムな雰囲気で安心しました。助産師さんたちとコミュニ
ケーションが取れることで、出産への不安が解消されま
した。」、「思い通りの出産ができました。」、「お母さんを

応援しながら、家族みんなで出
産を迎えることができました。」、
「小さな子どもにとって、新しい
家族ができることの実感を味わ
うことができました。」などの感
想をいただいています。

☆飼えない犬・猫の引き取り日のお知らせ
●日時　1月４日（木）・18日（木）　11:00～11:30（時間厳守）
●場所　健康センター前
〈注意事項〉犬を登録している方は、鑑札（小判形）を持参してください（保健所の職員が来るまで待っていただくことがあります）。

猫の場合は、必ず麻袋（土のう袋は不可）など丈夫な袋に入れてください。また、届け出書が必要となりますので印鑑をご持参ください。

Ⓐ
父
母
、
Ⓑ
孫
、
Ⓒ
祖
父
母
、
Ⓓ
兄

弟
姉
妹

④
③
以
外
の
Ⓐ
父
母
、
Ⓑ
孫
、
Ⓒ
祖
父

母
、
Ⓓ
兄
弟
姉
妹

⑤
①
〜
④
以
外
の
ご
遺
族
で
、
戦
没
者

な
ど
の
死
亡
時
ま
で
、
引
き
続
き
１

年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
三

親
等
以
内
の
親
族

※
先
順
位
の
方
が
い
る
場
合
、
ほ
か
の

方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
請
窓
口　

福
祉
事
務
所（
福
岡
蔵
本

字
茶
園
62
―
１
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

●
請
求
期
限　

平
成
20
年
３
月
31
日

※
期
間
内
に
請
求
が
な
い
場
合
は
受
給

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
申
請

の
受
け
付
け
か
ら
国
債
が
発
行
さ
れ

る
ま
で
１
年
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の

で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
事
務
所　

0
２
２
―
１
４
０
０

　

地
区
公
民
館
の
常
直
者
制
度
が
３
月

31
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
、
来
年
度
以

降
の
夜
間
・
休
日
な
ど
の
警
備
業
務
が

民
間
企
業
に
委
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
措
置
に
伴
い
、
地
区
公

民
館
利
用
時
の
か
ぎ
の
借
用
・
返
却
方

法
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
各
地

区
公
民
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
大
平
・
福
岡
・
深
谷
・
越
河
公
民
館
で
は

既
に
警
備
委
託
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

積
雪
時
に
は
、
地
下
消
火
栓
の
ふ
た

が
雪
の
下
に
隠
れ
、
消
火
活
動
に
支
障

が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
消
防
職
員

や
地
元
の
消
防
団
員
が
除
雪
し
て
い
ま

す
が
、
管
内
消
火
栓
の
一
斉
除
雪
は
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
近
く
に
消
火

栓
（
特
に
地
下
消
火
栓
）
が
あ
る
場
合

は
、
家
の
周
囲
の
除
雪
と
併
せ
て
、
消

火
栓
上
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課　

0
２
２
―
１
３
１
４

1月のごみ収集日について（お知らせ）
１月のごみ収集日程は、下記の通りとなっていますので、ご確認の上、きちんと分別して出してください。

◆1月のごみ収集日予定表（日付は1月の収集日です。1月は4日（木）から業務を行います。）

○不忘・川原子地区のもやせるごみは､毎週水曜日に収集します。
○ごみは、必ず当日の午前８時30分までに集積所に出してください（収集車が回収する時刻に合わせての搬出や前夜出
しはしないでください）。
○びんは、色により３種類（①透明、②茶色、③その他）に分けて、それぞれ資源の袋（赤）に入れて出してください。

◎祝日などに伴う収集日の変更について
　年始の閉庁日に伴い、越河・斎川・大平・大鷹沢・白川・小下倉・鷹巣・市街東北本線西側地区の資源ごみ（ペット
ボトル、びん類、缶、プラスチック）、もやせないごみの収集日が上記の通り変更になります。お間違えのないようご注
意ください。

※飼うことができない犬や猫をなくすために考えていただきたいことです。
　平成17年度に県内の保健所において、飼い主からの所有権放棄で引き取った犬が1,139頭、猫が5,689頭おり、その
大部分が子犬や子猫で行政により処分されています。
　飼っている犬や猫に子どもを産ませ、その子犬や子猫を育てることは飼い主にとって大きな喜びですが、一方でい
ろいろな事情からどうしても飼うことができない場合もあり、産まれた子犬や子猫などの扱いに悩む人も意外に多い
ようです。その結果、安易に捨てたり放置（放棄）するといった行為が見受けられます。最終的にこのような犬や猫
は保健所へと引き取られ、新たな飼い主が見つからない場合には処分されます。
　こうした「不幸な命」を増やさないためにも、新たに飼っていただける方を探したり、また、不妊や去勢手術など
の繁殖制限措置を行うことも飼い主の思いやりではないでしょうか。
　近隣の人たちに迷惑を掛けないように、最後まで責任と愛情を持って飼うように心掛けましょう。

9日（火）
に変更です

9日（火）
に変更です 5日（金） 4日（木） 5日（金） 9日（火）

に変更です
10日（水）
に変更です

16日（火）
に変更です

15日（月）
に変更です 12日（金） 11日（木） 12日（金） 15日（月）

に変更です
17日（水）
に変更です

23日（火）
に変更です

22日（月）
に変更です 19日（金） 18日（木） 19日（金） 22日（月）

に変更です
24日（水）
に変更です

23日（火）
に変更です

22日（月）
に変更です 19日（金） 18日（木） 19日（金） 22日（月）

に変更です
24日（水）
に変更です

30日（火）
に変更です

29日（月）
に変更です 26日（金） 25日（木） 26日（金） 29日（月）

に変更です
31日（水）
に変更です

  9・16・
23・30

15・22・29   5・12・
19・26

  4・11・
18・25

  5・12・
19・26

15・22・29 10・17・
24・31

  5・9・
12・16・
19・23・
26・30

4・11・15・18・22・25・29   4・10・11・15・
17・18・22・24・
25・29・31

5・9・10・
12・16・17・
19・23・24・
26・30・31

公立刈田綜合病院紹介公立刈田綜合病院紹介

▲マタニティーホームで生
まれた元気な赤ちゃん

▲助産師による母子訪問
の様子

わ
が
家
の
耐
震
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

地
区
公
民
館
の
常
直
者
制
度
が

廃
止
さ
れ
ま
す

消
火
栓
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？
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※ファミリー・サポート・センターや子育て支援センターなどの子育て情報を28ページに掲載しています。

１．50才からの再入学パソコン塾
  江阪　俊哉　共著
２．「捨てる」「片づける」で人生が楽になる
  斉藤　茂太　著
３．東北の争乱と奥州合戦 関　幸彦　著
４．宮家の時代 鹿島　茂　編著
５．君が世界を見捨てても世界が君を
 見捨てない 瀬戸　しおり　著
６．搾取される若者たち 阿部　真大　著
７．スローフードな日本！ 島村　菜津　著
８．ジェネリック医薬品がわかる本
  日本ジェネリック研究会　編著
９．だれかを呼ぶ日の絶品おつまみ
  主婦の友社　著
10．煮ものが上手にできれば一人前
  浜内　千波　著
11．洋書スタイルな暮らし。ハンドメイドで。
  ヨシザキ　セイコ　著
12．オシムの思考・ジーコの志向
  koly football production 　著
13．忘れ貝 黛　まどか　著
14．軍師の死にざま 末国　善己　編
15．つばき、時跳び 梶尾　真治　著
16．親不幸通りラプソディー 北森　鴻　著
17．玉虫と十一の掌編小説
  小池　真理子　著
18．六地蔵河原の決闘 佐藤　雅美　著
19．戦国一孤独な男―山本勘助
  童門　冬二　著
20．鬼に喰われた女 坂東　真砂子　著
21．ものがたりでめぐる海の科学
  山神　次郎　文
22．おりがみどきどき恐竜
  山田　勝久　著
23．トレイン探偵北斗 高森　千穂　作
24．ブラッカムの爆撃機
  ロバート・ウェストール　作
25．スパイガール アーリー・カーター　作
26．アルマ ウィリアム・ベル　著
27．絵本　星の王子さま
  サンテグジュペリ　著
28. トリクシーのくたくたうさぎ
  モー・ウィレムズ　作
29．十二支のことわざえほん
  高畠　純　作
30．いいからいいから 長谷川　義史　作

■新着図書案内30選■
（1～20…一般書、21～30…児童書）

　現在、使われているカレンダー・暦を通し
て江戸の文化・生活について紹介した図書で
す。貴重な当時の資料をカラー写真で多数掲
載していますので、江戸の文化を目で楽しめ
ます（大きさ：31cm×23cm）。

■1月の開館時間変更と休館日
　1月3日（水）まで休館しますので、
本の返却は、玄関わきの青いポスト
に入れてください。
　ポストがいっぱいの場合は、1月
4日（木）以降、カウンターにお持ち
ください。
　なお、1月4日（木）の開館時間は9
時から17時までに変更になります。

　図書館での活用を終えた本を、利
用者の皆さんに無償で提供します。
雑誌、小説、実用書、絵本、児童書
などが対象となっています。ぜひご
覧ください。
●提供期間　1月20日（土）～2月1日
（木）までの開館時間内
●展示場所　2階ホール
●上限冊数　1人10冊まで

ひとりのときも
友達といっしょのときも
悲しくても、楽しい思いでいっぱい
のときも
きっと何かが待っていてくれる
図書館へいってみよう
空っぽのおおきなバックを持って
大好きなお母さんの買い物かごのよ
うに
いっぱいの「いいもの」でふくらま
せよう
それは、みんなで分け合える幸せ
だから図書館に行ってみよう
きっと誰かが笑顔で図書館へ行く道
を教えてくれる
松島　茂　作
『図書館ってどんな所？』より一部抜粋

　当館では、ご紹介の詩のような図
書館であるよう常に努力しています。
　皆さん、どうぞお気軽にご利用く
ださい。

「おはなしひろば」については、子育
て情報（28ページ）に掲載しています。

10 図書館
1月の休館日　1・2・3・5（館内整理日）・8・15・22・29日
http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/toshokan/
開館時間　火・水・金・土曜日　9:00 ～ 17:00
　　　　　木曜日 9:00 ～ 19:00・日曜日 9:00 ～ 16:00026-3004　426-3505

今月の書棚

江戸の絵暦
岡田　芳朗　編著・大修館書店

4 あしたば白石
（働く婦人の家）

1月の休館日　1・2・3・8・14・22・28日
0・425-5095

～荷造り用の紙バンドエコテープを
使って、あなただけの一品をエコク
ラフトで作ってみませんか？～
●日時　1月24日・31日の2日間
（いずれも水曜日）10:00～12:00
●講師　星　由美子先生
　　　　鹿野　佳代先生
●参加費　1,000円程度（材料代）
※作業のできる服装で参加してください。
●募集人数　20人（先着順）
●申込受付開始日　1月5日（金）

～軽快なステップで、心と体を
リラックスしてみませんか？～

●日時　1月18日、2月1日・15日、
3月1日、15日（いずれも木曜日）
10:00～11:30
●講師　大野　フローレンス先生
※運動のできる服装で参加してください。
●募集人数　20人（先着順）
●申込受付開始日　1月5日（金）

※それぞれの講座への申し込みは、
電話で受け付けします。

■「エコクラフト講座」受講生募集！ふれあいプラザ事務室
022-6025　422-6027
男女共同参画相談支援センター
022-6035　422-6037
ファミリーサポートセンター　0・425-5488
開館時間　8:30～17:15
（土・日・祝日　10:00～16:00）
※1月1日～3日は年始休館日です。

　DV（配偶者間の暴力）、セクハラ、
ストーカーで悩んでいませんか？
　一人で抱え込まずに、一緒に解決
方法を探りましょう。電話での相談
もできます。また、自分の心や生き
方、人間関係を見つめたい方へのカ
ウンセリングも行っています。
相談は無料、秘密は守ります

　専門の相談員による相談は月・水・
金の9:00～16:30です（緊急時はこ
の限りではありません）。
●場所　字本町27
　（ふれあいプラザ）022-6035

　あしたば白石の「はがき絵サーク
ル」の作品を展示しています。ぜひ、
ご覧ください。
●開催期間　1月9日（火）～31日（水）
●場所　ふれあいプラザ　1階

　雪景色の材木岩で、小正月に飾る
「だんご刺し」を体験して、暁がゆ
を食べてみませんか！
●日時　1月14日（日）10:30～
●内容　だんご刺し体験、暁がゆの
振る舞い、雪玉投げ競争、風船飛ばし
※風船には、小原地区の小中学生が
年頭のメッセージを書いた短冊が付
いています。
●主催　検断屋敷まつり実行委員会
●共催　小原みどりの少年団育成会
問小原公民館　029-2031

024-8111　424-8267

●日時　1月21日（日）
●内容　中学生までリフト1日券・
レンタル料金50%OFF！

●日時　1月13日、27日
　　　　（いずれも土曜日）
●内容など　リフト1日券、昼食、
白石駅からの送迎付きで2,500円、
レンタル料金50%OFF（定員30名）
※小学生対象のスキー教室です。

●日時　1月10日（水）
●内容など　リフト1日券、昼食、
ケーキセット、白石駅からの送迎付
き3,500円

●日時　1月17日、31日
　　　　（いずれも水曜日）
●内容など　リフト1日券、昼食、
ケーキセット、白石駅からの送迎付
きで3,500円
※各教室の詳細については、白石ス
キー場までお問い合わせください。

■男女共同参画相談支援センター

3 土・日・祝も開館しています！

ふれあいプラザ

1月の休館日　1・2・3・9・15・22・29日
022-1635　422-1636
■定期リサイクル教室（定員10名）
「牛乳パックのひし形変形花瓶」
牛乳パックでひし形変形花瓶を作ります。
●日時　1月20日（土）10:00～11:30
●持参する物　牛乳パック、包装紙

●日時　1月27日（土）8:30～12:00

■定期リサイクル教室（定員10名）

9 いきいきプラザ

■フリーマーケット（第4土曜日）

みんなで食べよう！　七草がゆ！
●日時　1月7日（日）11:00～13:00
●内容
　万病・邪気を除くといわれている
「七草がゆ」を作り、試食していただく
ことにより、1年の無病息災を祈願
します。春の七草であるセリ・ナズナ・
ゴギョウ・ハコベラ・ホトケノザ・スズ
ナ・スズシロが入った「七草がゆ」を
食することにより、お正月料理で疲
れた胃を休めてはいかがですか。

●講師　白石市食生活改善推進員会
会員の皆さん
※七草がゆが無くなり次第終了とな
ります。

■七草の会

6 片倉家中武家屋敷
「旧小関家」

問博物館建設準備室
　（中央公民館内）
022-1343・26-2453

武家屋敷催事「七草の会」
無料入場券（家族・グループ可）
（1月7日（日）に限る）

■第4回冬の検断屋敷まつり

1月の休村日　1・3・10・17・24日
※1月2日は、こけしの初挽

び

きのた
め開村します。

　今年は弥治郎系の鎌田孝志工人や
遠刈田系の六郷仁美工人、鳴子系の
早坂利成工人が初挽きを行う予定で
す。ぜひお越しください。
●日時　1月2日（火）10:00～
●場所　弥治郎こけし村内こけし神社前

●開催期間　1月22日（月）まで

●開催期間　1月27日（土）～3月4日（日）

　自分だけのオリジナルこけしを描
いてみませんか？
●絵付け料　600円（木地代含む）

入村無料

■柴田長吉郎コレクション展PART1

■こけしの絵付けを体験してみませんか！

7 材木岩公園内
「検断屋敷」など 8 白石スキー場

■弥治郎こけし初挽き

■雛の宴展（期間中は無休で開催）

▲昨年の七草の会の様子

■ふれあいミニ展示

5 弥治郎こけし村
開村時間9:00～16:00　026-3993

日ごろの成果をみてください！！　第32回あしたば白石まつり

■「ワンステップジャズ」受講生募集！

参加無料

▲たくさんの人が訪れました！

▲小物入れとコースター

▲

母
国
フ
ラ
ン
ス
で
プ
ロ
の
ダ

ン
サ
ー
だ
っ
た
大
野
フ
ロ
ー

レ
ン
ス
先
生
。

■スキー子供の日

■ちびっ子スキー教室（要予約）

■レディーススキー教室（要予約）

■シルバースキー教室（要予約）

　11月18・19日の両日、あしたば
白石において、あしたば白石まつり
が開催され、日ごろの成果を披露し
ました。
　昭和50年、働く婦人の家開館時か
ら開催され、今年で32回目を迎えま
した。
　あしたば白石で行われている講座
やサークルなど39団体が参加して、
舞台発表や1,000点を超える作品が
館内せましと展示されました。
　訪れた人たちは、作品の素晴らし

さに感心しながら、熱心に見入って
いました。

1月の開館時間変更と休館日

図 書 館ひ◆ろ◆ば

リサイクル本を提供します！

図書館ってどんな所？



■市内施設のなるほどイベント情報

5．青っ葉市直売所
①ポーチパーク【１月第３週～12月第４週】
　○販売日時：毎週水・土曜日、9:00～13:00
②本郷店（旧国道113号角田街道踏切そば）
　※２月第２週の水曜日から毎週水曜日の営業となります。
　○販売日時：毎週水曜日、8:30～12:00
③いきいきプラザ【５月第２週～12月第３週】
　※５月第２週の土曜日から毎週土曜日の営業となります。
④松田麺業
　※４月第３週の土曜日から毎週土曜日の営業となります。

●今月の品ぞろえ：季節の旬の野菜、果物、漬物など
●問い合わせ：菊地　トミ　025-4600

4．小原いきいき直売所
※１月～３月まで休業します。
４月から営業しますので、よろしくお願いします。

※白石市農産物直売所連絡協議会加盟店のみ掲載してい
ます。

1．百姓市場
●販売日時：毎週火・日曜日、10:00～13:00
●場　　所：ポーチパーク内ほか
●今月の品ぞろえ：放し飼い卵、季節の旬の野菜、漬物
●問い合わせ：佐久間　義昭　025-6836

3．森合や直売所
※１月～３月まで休業します。
４月から営業しますので、よろしくお願いします。

6．バーバ工愛市（クラブいち）
※１月～３月まで休業します。
４月から営業しますので、よろしくお願いします。

2．馬牛沼産直センター【定休日：毎週月・水・金曜日】
●販売日時：毎週火・木・土・日曜日、10:00 ～ 17:00
●場　　所：国道４号沿い馬牛沼付近
●今月の品ぞろえ： ダイコン、ハクサイ、米、凍豆腐、干し柿など
●問い合わせ：馬牛沼産直センター　025-0520

　村おこしイベントとして資金０円からスタートとした
羽山祭典は、今年で６回目となります。年々回を重ねるご
とに参加者も増え、今年は450人を超えました。実家の地
区のお祭りということで、白川地区以外からも、多くの
人々が家族ぐるみで参加しています。想い出話で盛り上
がり笑顔いっぱいの羽山祭典でした。
　今回の助成事業を受けて、綿菓子機、ポップコーン機、流
し台、大鍋、ガス器具、ファンヒーター、座卓、ホワイトボー
ド、除雪機などを購入し、より楽しい祭りやイベントが実
施できるようになり、地域はやる気満々です。また、除雪機

については、小中学生の通学路、高齢者や身体の不自由な
方の生活路を除雪し、地域ぐるみで安全を確保します。今
後とも、地域活性化をより推進したいと考えています。

  11月26日、スパッシュランドしろいしを会場に、宮
崎志摩子四段（日本棋院棋士）、
中川大輔七段（日本将棋連盟棋
士）を講師に招き、囲碁・将棋の
指導対局が行われました。
　当日は、市内の囲碁・将棋の腕
に自慢の棋士約40名の市民が参

加し、プロ棋士に挑戦しました。
　参加者たちは、プロ棋士の一手一手に感心しながら、
熱心に対局していました。
　また、参加者の中には小
中学生もおり、未来のプロ
棋士を目指して、一生懸命
対局に取り組んでいました。

白川第７自治会「羽山祭典の開催」

第１４回白石市生涯学習フェスティバル事業「囲碁・将棋指導大会」

▲地域ぐるみで活用する除雪機 ▲好評を得た綿菓子機

▲次は、どの一手？
　やっぱりプロはすごいね！

▲

プ
ロ
を
目
指
し
て

　

真
剣
な
対
局

生涯学習課
022-1327

問

　（財）自治総合センターによる宝くじの受託事業収入を財源とした、平成18年度自治宝くじコミュニティ助成事
業の助成金を受けて、地域づくりのためにさまざまな整備を行いました。今回は白川第7自治会をご紹介します。

自治宝くじコミュニティ助成事業
～コミュニティの健全な発展が図られています～

しろい
し・フレッシュマーケットだよりしろい
し・フレッシュマーケットだよりしろい
し・フレッシュマーケットだより

しろいし産の新鮮な旬の農作物などの直売所情報を掲載します。
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■パソコン講習会・アテネ塾

1 情報センター「アテネ」
http：//www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/athens/

開館時間　水～日曜日・祝日　9:00～17:00 1月の休館日　1・2・3・9・10・15・16・22・23・29・30日
022-1500　422-1502

●申し込み締め切り
1月分：1月5日　2月分：2月7日
（ホームページ作成コース・ブログ
作成コースは1月26日まで）

通学している方で図書館共用利用者
カードをお持ちの方
●申し込み方法　ハガキ（FAX）ま
たはアテネ備え付けの申込用紙で、
各締め切り日までにお申し込みくだ
さい。郵送（FAX）の場合には①
住所②氏名③年代④連絡先の電話番
号⑤利用者カード番号⑥希望コース
名と希望月日を明記してください。
受講料、テキスト代は当日1階事務
室にお持ちください。
申込書のあて先　
〒989-0257　白石市字亘理町37-3
　　　　　　白石市情報センター
※締め切り日に集計し文書にて講習
日をお知らせします。定員を超えた
コースは抽選などで調整します。
　なお、講師用に受講者名簿（氏名、
年代のみ記入）を作成しますので、
あらかじめご了承くださいますよう
お願いします。

※締め切り後でも定員に空きがあれ
ば受講できますので、お問い合わせ
ください。
●会場　アテネ3階会議室（研修室）
●受講資格　市民または市内に通勤、

　新春のすがすがしい茶室で、一服
いかがですか。初めての方もお気軽
にお越しください。
●日時　1月7日（日）10:00～15:00
●お茶券　1,000円（前売り券有）
※子ども券500円（薄茶）

　あなたも能舞台でおけいこしてみ
ませんか？　見学もOK！！　大人の
方もぜひどうぞ！
【やってみよう！『高砂』コース】
●日時　1月13日（土）10:00～12:00
●場所　碧水園能楽堂
●内容　謡を謡ってみよう！
　　　　仕舞を舞ってみよう！
●準備物　白足袋（貸し出しも可能です）
※服装は普段着で結構です。

　初春の一日、神楽・日本舞踊・琴・
謡曲・長唄などの伝統芸能をお楽し
みください。

●日時　1月14日（日）
9:00　舞台清め式
9:30　高砂を謡う会　発表会
10:00～12:00　舞台びらき
●出演団体　直

じき

派
は

若
わか

柳
やぎ

流
りゅう

宝梅会、白
石喜多会、生田流箏曲朋

とも

美
み

会、弥
や

登
と

孝
たか

会、山田流鎌田佐
さ

美
み

音
ね

白石教室、白石
皐
こう

風
ふう

会、明
あ し た ば

日葉の会、榊
さかき

流大町神楽継
承会、子ども能楽教室「高砂」・「鶴亀」
コース受講生

●日時　1月20日（土）
　　　　12:30開場　13:30開演
●演目　喜多流能「八島」
　　　　和泉流狂言「宝の槌

つち

」
　　　　喜多流仕舞「東

とう

北
ぼく

」
　　　　喜多流仕舞「岩船」
●チケット
自由席：4,000円
親子（高校生以下）ペア席：3,000円、
学生席：2,000円
●チケット取り扱い　碧水園

■碧水園初釜 ｢新春茶会 ｣　
【表千家席、濃茶・薄茶】

2 古典芸能伝承の館「碧水園」 1月の休館日　1・2・3・9・15・22・29日
0・425-7949

　11月13日、越河小学校で文化庁
の平成18年度文化体験プログラム
支援事業の一環として、小学5、6
年生を対象にした「香道体験ひろば」
を開催しました。
　公家の流れをくむ「御

お

家
いえ

流」の講
師を招き、香道の歴史や作法などの
説明を受けました。
　その後、京都の紅葉の名所を題材
にした「もみじ香」という2種類の香
りを聞き分ける「組

くみ

香
こう

」を行い、実
際に香炉を手に取り和の香りを体験
しました。

参加無料

▲説明を熱心に聞く児童たち

■やってみよう !　「子ども能楽教室」

■碧水園開館15周年記念
「喜多流青年能」チケット好評発売中

和の香りを楽しみました！！

香道体験ひろば

今月の碧水園は、イベントづくし！　皆さん、ぜひお出掛けください。

パソコン講習会・アテネ塾1月・2月分日程表
コース名 時間 1月 2月 定員 受講料 テキスト代 内容
ホームページ作成
コース（各6時間） 各9:30～16:30 10（土）～

11（日） 10名 2,000円 2,100円 ホームページ作成の基本操作
※基礎コース終了程度の方

ブログ作成コース
（6時間） 9:30～16:30 12（月） 10名 1,000円 1,680円 ブログ作成の基本操作※基礎コース終了程度の方

基礎コース
（3時間） 9:30～12:30 20（土）17（土） 10名 無料 1,000円 パソコン操作の基礎

インターネット・電子
メールコース（3時間） 13:30～16:30 20（土）17（土） 10名 無料 1,000円 インターネット・電子メールの利用の仕方

Word2003コース
（6時間） 9:30～16:30 26（金）24（土） 10名 2,000円 1,000円 ワープロの基本操作※基礎コース終了程度の方

Excel2003コース
（6時間） 9:30～16:30 27（土）23（金） 10名 2,000円 1,000円 表計算の基本操作※基礎コース終了程度の方

デジタルカメラコース
（6時間） 9:30～16:30 28（日） 10名 1,000円 1,000円 デジタルカメラの基本操作※基礎コース終了程度の方

※基礎コースのテキストでインターネット・電子メールコースも受講できます。
※デジタルカメラコースで使用するデジタルカメラとCD-Rはアテネで用意します。

■碧水園「舞台びらき」
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　昨年4月から、公共施設の指定管理者制度に基づき、各地区の公民館の運営をその地
域のまちづくり協議会などへ委託しました。
　「社会教育通信」では、各地区における新しい事業への取り組みを紹介しています。
第6回は「福岡公民館」です。

地域の皆さんが気軽に公民館を利用し、また、気軽に参加できる生涯学習の機会提供を目指しています。

～地域のふれあいと生涯学習を～福岡
活 動 の 目 標

公民館まつり 地区民体育大会

　昨年4月に発足した福岡地区民の会のまちづくり事業を皆さんのご協力を得ながら推進し、2年が
過ぎようとしています。現在、教育・文化部、スポーツ振興部、地域福祉部の各専門部において検討

いただいた企画などを委員会で協議し実行していますが、今後も地域の特性や、今まではぐくんできた独自の文化と皆
さんの自主的な実践活動を通して、より一層創意工夫した活動に取り組んでいきたいと思います。ご意見がございまし
たら、ぜひ当公民館までお寄せください。

特 色ある公民館活動

生 涯学習推進のために

編集後記

　昨年度から公民館で活動している
団体の皆さんの学習発表会を行って
います。今年は福岡中学校の生徒た
ちが飛び入りで参加し、素晴らしい
歌声を地域の皆さんに披露しました。
　ヘルスメイトの皆さんが作る豚汁
は大好評で、今年は600食を提供す
ることができました。地域の皆さん
にご協力いただき、盛況に開催して
います。

ふれあい広場
　地元の老人クラブと更生保護女性会福岡支部の協力を得て、今年から子ども
たちにささ巻き作りを伝授していただきました。初めての体験に子どもたちも
大喜びでした。このような活動を通して、子どもたちと地域の皆さんのつなが
りがますます深まればと考えています。

　当公民館では、主なまちづくり活動として学校や家庭、地域社会との連携により4月に球技大会（深谷地区と
の交流）、5月にゲートボール大会（深谷地区との交流）、6月に敬老会、7月にふれあい広場（小学生を対象）、
8月に地区民体育大会、10月に公民館まつりを開催しています。

　今年度から競技内容を一部変更し、
皆さんにより楽しんでいただける体育
大会を開催しています。公民館長杯
を目指して各チームとも熱戦を繰り広
げ、大変盛り上がる大会です。これま
では尾箆自治会チームが毎年優勝し
ていましたが、八宮自治会チームが
団結力を発揮し、昨年度に続き優勝
を果たしました。この大会は企画から
運営まで福岡地区民の会スポーツ振

興部（各地区体育推進委員・体育指
導員）の方々が中心となって開催して
おり、参加された皆さんの運動不足
解消にも役立てばと期待しています。

さわやか学級 婦人学級
　自らの老後を健康で実
り豊かなものにしていく
ため、高齢者のための講
座「さわやか学級」を7
月から1月まで、隔月1
回開催しています。最近の複雑な社会の中で、高齢化に
伴う身体的・環境的変化に対応していくには、健康や福
祉、医療、環境など、多面的な学習が必要不可欠です。
公民館ではさまざまな学習テーマの講座を開催していま
す。講師の先生は難しいテーマを分かりやすく話してく
ださり、皆さん和気あいあいと楽しく学んでいます。

　教養と親ぼくを深める
とともに、心と体をリフ
レッシュすることを目的
とした「婦人学級」を開
催しています。陶芸や移
動研修、健康料理、押し
花、ギョーザ・キムチ作
り、講話「振り込め詐欺と携帯電話の使い方」、軽スポ
ーツなど盛りだくさんの内容で、2月まで計8回開催す
る予定です。今後も新鮮な企画で開催していきますので、
皆さんのご意見をぜひお寄せください。

問福岡公民館　0・425-2249

▲手に汗握る熱戦・綱引き競技

▲美しい歌声を響かせる中学生

▲真剣な表情で受講する皆さん

▲押し花作り。出来上がった作品
　は公民館まつりに出品しました。

お   べら
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輝いています。今のあなた

　手軽に楽しめるニュースポーツ
「シャフルボード」の大会です。
●日時　1月20日（土）8:30～
●場所　ホワイトキューブ
●参加資格　市内の小学4～6年生
●種目　①ダブルスの部（2名1組）
　　　　②シングルスの部
●定員　①30組、②30人
●申し込み方法　各小学校や社会教
育課に用意している申込用紙に必要
事項を記入の上、お申し込みください。
●申込締め切り日　1月12日（金）
●用具　主催者が準備します。
●その他　体育館用シューズをご準
備ください。服装は軽装で結構です。
●申し込み・問い合わせ先
社会教育課スポーツ振興係
（中央公民館内）022-1343・26-2453

やる気隊名簿登録団体募集
～やる気隊になりませんか？～

第4回小学生シャフルボード大会
参加者募集

・広報しろいしやホームページなど
でやる気隊名簿を広く市民に紹介
し、活動の場を広げていきます。
●登録方法　登録申請書に必要事項
を記入の上、市庁舎2階生涯学習課
に提出してください。

　まちづくりを推進している地域づ
くり団体を支援するための補助金で
す。詳しくはお問い合わせください。
●対象団体　おおむね3年以内に組
織された小規模団体
●補助限度額　1団体につき10万円
（補助対象経費の2分の1以内）
●事業内容例　太鼓などのイベント
用備品の購入、地域植栽のための苗
や肥料の購入など

　やる気隊とは、自分たちの特性を
活かし、他団体の活動への協力や、
市のパートナーとしてアンケート調
査や各種事業に協力するといった
「やる気」を名簿登録した、市内の
市民活動団体です。
●対象　市内のボランティア活動や
各種イベントへの協力など、自発的
に社会貢献活動を行える非営利団体
※政治団体や宗教団体、自治会など
の自治組織、文化協会・体育協会な
どの社会教育団体は対象外です。
●やる気隊への支援
・テントやワイヤレスアンプ、トラ
ンシーバー、デジタルビデオカメラな
どの活動備品を無料で貸し出します。
・やる気隊の活動の場に駆け付け、
広報しろいしの「やる気応援情報掲
示板」で紹介します。

●募集作品　秋冬シーズンの七ヶ宿
街道や白石川（源流～下流）を被写
体とした、六つ切りサイズの写真
※未発表作品に限ります。
●開催部門および応募資格
①子どもの部:小学生以下
②女性の部:中学生以上の女性
③一般の部:①②以外の方
●応募締め切り日　3月1日（木）
※当日消印有効
●申し込み方法　作品タイトルと30
字以内のコメントを添え、折れや破
損に注意して送付してください。
●審査　それぞれの部で最優秀賞1
点、金賞2点、優秀賞3点を選出し
ます。
●その他　応募作品の著作権はすべ
て七ヶ宿ダムに帰属します。また、
作品は返却しませんので、あらかじ
めご了承ください。
●応募・問い合わせ先
〒989-0536  刈田郡七ヶ宿町字切通52-40
七ヶ宿ダム管理所内「写真コンテスト係」
037-2122　437-2471

第1回「七ヶ宿街道と白石川写真
コンテスト秋・冬編」応募作品募集

●日時　2月4日（日）8:30～
●場所　ホワイトキューブ
●参加資格　白石市民または市内に
通勤・通学している方で、一般社会
人（高校生・専門学校生・大学生を
含む）および小学生、中学生で編成
されたチームであること。
●種目　①小学生の部、②中学生の
部、③一般の部
●競技人数　原則1チーム8名、小
学生は1チーム10名です。
※女子が常時3名以上参加してくだ
さい。小学生の部については、女子
または小学4年生以下の男子が常時
3名以上の参加となります。
●申し込み方法　社会教育課などに
用意している申込用紙に必要事項を
記入の上、お申し込みください。
●申込締め切り日　1月23日（火）
●申し込み・問い合わせ先
社会教育課スポーツ振興係
（中央公民館内）022-1343・26-2453
424-5377（土日提出・FAX可）

　市内の小中学生対象の囲碁学習会。
●日時　毎週土曜日（第5土曜日を除く）
　　　　13:00～17:00
●場所　中央公民館
※直接会場にお越しください。
問碁のまち白石をつくる会
　代表・佐々木　024-2864
　生涯学習課　022-1327

第16回市民綱引き大会
参加者募集 囲碁学習会参加者募集

　初心者向けの英会話講座です。
●開催期間・時間
1月25日（木）～3月29日（木）19:00～20:30
※原則毎週木曜日、全9回実施します。
●場所　中央公民館視聴覚室
●講師　リサ・アラキ先生
●内容　トラベル英会話など
●定員　15名（先着順）
●申込受付期間　1月9日（火）～17日（水）
●申し込み・問い合わせ先
中央公民館　026-2453

ビギナーズ英会話教室
参加者募集

問生涯学習課　022-1327

■地域コミュニティ育成支援事業
　「やる気応援事業」補助金交付
　団体も随時募集しています

参加無料

参加無料

参加無料

参加無料



虫歯を早く治して
メダルをもらおう！

む
し
歯

な
い
子
の

全員集合

　虫歯ができてしまったら治療
しなければ治りません。特に、
子どもの虫歯は進行が早いので、
早めに治療することが大切です。
　虫歯があるお子さんも３歳６
カ月児健診までに、ぜひ、虫歯
を治してメダルをもらいましょ
う。

問健康推進課　022－1362
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●お子さんとお母さんの健診と相談　（場所：健康センター）

内容
１月分 ２月分

受付時間
月日 対象者 月日 対象者

4カ月児健康診査 1月24日（水） 平成18年9月生まれ 2月21日（水） 平成18年10月生まれ 13:00～13:10

6カ月児育児相談 1月26日（金） 平成18年7月生まれ 2月23日（金） 平成18年8月生まれ 9:20～ 9:30

1歳６カ月児健康診査 1月25日（木） 平成17年6月生まれ 2月22日（木） 平成17年7月生まれ 13:00～13:10

2歳6カ月児
親子歯科健康診査

1月26日（金） 平成16年7月生まれ 2月23日（金） 平成16年8月生まれ 13:00～13:10

3歳6カ月児健康診査 1月23日（火） 平成15年7月生まれ 2月20日（火） 平成15年8月生まれ 13:00～13:10

乳幼児相談 1月11日（木）乳幼児～未就学児のお子さんとその家族の方が対象 2月 1日（木）乳幼児～未就学児のお子さんとその家族の方が対象 9:15～ 9:45

ママとパパの教室

母子健康手帳交付
妊　婦　相　談

1月16日（火）母子手帳交付を希望する方、妊娠中の方やその家族の方 2月13日（火）母子手帳交付を希望する方、妊娠中の方やその家族の方 9:20～ 9:30

妊婦歯科検診 2月13日（火）、上記の「ママとパパの教室」と合わせて行います。

※「ママとパパの教室」に参加できない方には、母子健康手帳を健康推進課窓口で随時交付しています（開庁日の8:30～17:15）。
※「乳幼児健康診査」は個人に通知しませんので、広報しろいしをご覧の上、母子健康手帳・問診票・バスタオルを持参しておいでください。
　また、当日、都合の悪い場合は翌月に受診できますので、ご連絡ください。
※「２歳６カ月児親子歯科健康診査」には家で使用しているお子さんの歯ブラシを持参してください。

〈しろいしファミリー・サポート・センターのしくみ〉

ファミリー・サポートセンター
アドバイザー

提供会員依頼会員

①援
助依
頼申
し込
み ⑤活動報告書提出

②援助依頼

③活動開始

④活動終了・活動報告書作成・報酬の授受

はい、提供会員さんに
連絡してみましょう。
明日の何時からですか？

①会員の佐藤です。
　明日、子どもを
　見てほしいのですが…

②高橋さん、明日９時から
　佐藤さんのお子さんを
　みていただけませんか？

はい、大丈夫ですよ！

※会員登録後、依頼会員と
　提供会員の事前顔合わせ
　をしておきます。

●子育てサロン　（場所：健康センター）

内　　　　　容 月　日 受付時間 サロン

講師の先生と共に子育てについてのお話をしながらゆったりと過ごすサロンです。
子育てに興味・関心のある方ならどなたでも参加できます。

1月18日（木）
9：30～ 10：00～11：00

2月16日（金）
※毎月１回実施します。託児も行っていますので、希望する方は事前に予約してください。

11月の３歳６カ月児健診で
虫歯のなかったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね！

（　　　   ）

佐　藤　蒼史郎 くん
中　野　陽　菜 ちゃん
馬　場　光　咲 ちゃん
石　岡　　　怜 くん
小　島　ゆり香 ちゃん
髙　橋　　　舞 ちゃん
西　野　響　基 くん
佐　竹　春　香 ちゃん
黒　澤　璃　久 くん
西　山　　　望 ちゃん
髙　橋　愛　華 ちゃん

樽　見　隆　汰 くん
片　岡　美　月 ちゃん
高見澤　治　希 くん
星　　　愛　志 くん
小　林　百合香 ちゃん
大　野　慈　恩 くん
結　城　み　ほ ちゃん
志　村　美　紅 ちゃん
千　葉　桜　子 ちゃん
遠　藤　永　翔 くん
髙　野　　　萌 ちゃん

地域子育て支援センター「あいあい」
（ふれあいプラザ内）
022-6025・422-6027
開館日　月～金　8:30 ～ 17:15

（南保育園３階）
026-2586・426-2917

　ひこうせんでは、言葉が遅い、友
達とうまく遊べないなど、発達で気
になることがあるお子さんとそのご
家族の方を対象に園を開放します。
　どうぞお気軽にお越しください。
●園開放日と主な内容
・1月25日（木）　ボールサーフィン
・2月 8日（木）　バルーンで遊ぼう
・2月22日（木）　音楽遊び
●時間　9:30～11:00
●参加費　無料
※準備の都合上、前日までにご連絡
ください。
●申し込み・問い合わせ先
福祉事務所社会福祉係　022-1400
ひこうせん（東保育園敷地内）
025-2172

ファミリー・サポート・センター
（ふれあいプラザ内）
0・425-5488
受付時間　月～金9:00～17:00

※2人目（兄弟・姉妹）からは1時
間当たり250円になります。
・市内に在住・通勤している方であ
れば、どなたでも会員登録できます。
・依頼会員が子どもの預かりなどを
依頼する場合、その理由は問いません。
・提供会員は年齢や資格、性別を問
いません。

●日時　　1月11日（木）15:15～
●場所　情報センターアテネ
　　　　2階ギャラリー
●内容　紙芝居や絵本の読み聞かせ
●対象　どなたでも
問図書館　026-3004

1月のおはなしひろば

　入会金・年会費は必要ありません。
●依頼会員　子育てのお手伝いをし
てほしい方
●提供会員　子どもを預かったり、
送迎したりできる方
●両方会員　依頼会員と提供会員の
両方を兼ねる方
　万一の事故に備え、会員はファミ
リー・サポート・センター補償保険に加
入します。市で加入しますので、個人
負担はありません。入会手続きの際
は、当センターまでお越しください。

■ファミサポ会員随時募集中！

母子通園ひこうせんを開放します

●開催日および会場
・1月24日（水）　大平公民館
・1月25日（木）　斎川公民館
●時間　9:30～11:30
※参加を希望される方は直接会場に
おいでください。
※詳細は、ふれあいプラザ内子育て支
援センターにお問い合わせください。

■「あいあい広場」を開催します！
参加無料

※1月1日～3日は、各施設とも年始休館日となります。

あなたもファミサポ会員になりませんか？あなたもファミサポ会員になりませんか？
私たちは地域ぐるみであなたの子育てを応援します！私たちは地域ぐるみであなたの子育てを応援します！
　現在、しろいしファミリー・サポート・センターでは、560名を超える会員
さんたちが、一つの家族のように助け合って活動しています。
　地域の皆様と共に白石の宝である子どもたちの健やかな育成を図り、心に
余裕を持った育児ができるように家庭を応援する、子育て支援事業です。

　平成19年4月より、南保育園におい
て日曜日・祝日の保育を開始します。
●要件　市内の保育園に在園し、休
日も父母の仕事などのため家庭で保
育ができない場合に利用できます。
●保育料　通常の保育料とは別料金
となります。

　入所希望の保護者の方は、関係書
類を添えてお申し込みください。
●受付期間　1月5日（金）～16日（火）
●受付時間　8:30～17:00
※土・日・祝日を除きます。
●受付場所　市庁舎1階子ども家庭課
※1月13日（土）・14日（日）も9時から
15時まで受け付けます。
問子ども家庭課保育係　022-1363

★保育園情報★
■来年度から休日保育を始めます

■平成19年度の保育園入所受け付
　けを開始します

★昨年6回実施し、大変好評だった
「ベビーマッサージ」に参加していた
だいたママさんの声を紹介します★
　助産師さんにいろいろな話を聞い
ていただいたり、母乳の情報を得る
ことができたりと、参加してとても
良かったです。何よりも赤ちゃんと
一緒に多くの人と交流できたのが楽
しかったです。また参加したいです。

（がんばりすとママ）

子ども一人につき１時間の基準額

昼間（月～金の7:00～19:00）
早朝（7:00以前）
夜間（19:00以降）
土・日・祝祭日

500円
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ヘルシークッキング
材　料（４人分）

健康ひろば健康ひろば
生活習慣病
予防のための

※問い合わせ先
健康推進課　022-1362
（健康センター内）
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●「はたちの献血キャンペーン」のお知らせ

　1月1日から2月28日までの2カ月間、「はたちの献血キャンペーン」を実施しています。
　「献血は身近にできるボランティア」。成人として社会への第一歩を踏み出そうとしてい
る若い皆さん、「はたち」の記念に献血にご協力ください。
※献血は、仙台市内にある下記2カ所の献血ルームと県内各地を巡回している愛の献血
バス「いずみ号」で行っています。

・献血ルーム　アエル20階　　☎022-711-2090
・藤崎献血ルーム　　　　　　☎022-263-3838
問宮城県赤十字血液センター　☎0120-48-9615（フリーダイヤル）

●休日当番医・調剤薬局
月日 内科 外科 調剤薬局 歯科

1月 1日 海上内科医院
☎25－1501

公立刈田綜合病院
☎25－2145

フレンド薬局白石
☎24－2119

白
石
市
歯
科
休
日
診
療
所（
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階
）　

☎
２
５
―
４
７
４
４

伊新薬局
☎26－2593

1月 2日 水野内科クリニック
☎25－2736

さたけ整形外科（蔵王町円田）
☎33－4855

エルム調剤薬局
☎25－1680

1月 3日 梅津内科医院
☎24－3571

こまつ外科・内科クリニック
☎22－2115

フジ薬局
☎24－3355

けやき薬局白石店
☎26－1160

1月 7日 引地泌尿器科内科クリニック
☎26－2823

公立刈田綜合病院
☎25－2145

さんた薬局
☎26－3376

1月 8日 塚本内科消化器科
☎26－1026

堤医院
☎25－1181

フレンド薬局清水小路
☎24－3393

1月 14日 やまきクリニック
☎26－3888

公立刈田綜合病院
☎25－2145

うさぎ薬局
☎26－3557

1月21日 佐藤医院（蔵王町宮）
☎32－2002

公立刈田綜合病院
☎25－2145

四ツ目屋薬局（蔵王町宮）
☎32－3360

1月28日 内方医院（蔵王町宮）
☎32－2101

橋本整形外科医院
☎25－1616

にしうら薬局（蔵王町宮）
☎32－3020
あさひ薬局
☎22－5040

2月 4日 柿崎小児科医院
☎25－2210

公立刈田綜合病院
☎25－2145

二幸薬局
☎25－5105

2月11日 たかはし内科クリニック
☎22－2535

公立刈田綜合病院
☎25－2145

みどり薬局城北店
☎22－4966

そこが知りたい
国保・老人保健
Ｑ．申請すると支給される給
付にはどのようなものがあります
か？

Ａ．国保に加入している方が申
請すると支給される給付はいくつ
かありますが、医療費をいったん全
額自己負担していても、保険給付分
（７割～９割）が後から支給される
主なものは次の通りです。
①急病などで、やむを得ず保険証
を持たずに診療を受けたとき
②コルセットなどの補装具代
③はり、きゅう、マッサージなどを受
けたとき
（②、③については、医師が必要と
認めた場合に限ります。）

そのほかに、
①被保険者が出産したときに支給
される「出産育児一時金」
②被保険者が亡くなったときに支
給される「葬祭費」
③医療費が自己負担限度額を超
えたときに支給される「高額療養
費」があります。

問健康推進課
　国民健康保険係・老人保健係
　☎22－1362 

　

血
圧
は
一
日
の
う
ち
に
、
何
度
も

大
き
く
変
動
し
ま
す
。
１
分
間
に
数

十
㎎
の
単
位
で
変
わ
る
こ
と
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
入
浴
す
る
と
き
な

ど
、寒
い
脱
衣
所
で
裸
に
な
っ
た
り
、

熱
い
湯
に
長
く
入
っ
て
い
る
と
下
が

り
始
め
ま
す
。
お
酒
を
飲
ん
だ
直
後

は
血
圧
が
下
が
り
、
翌
朝
に
は
上
が

り
ま
す
。
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
も
血
圧

は
上
が
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ト
イ

レ
や
食
事
、
会
話
な
ど
、
ち
ょ
っ
と

し
た
刺
激
で
血
圧
は
上
下
に
変
動
す

る
の
で
す
。

　

ま
た
、「
白
衣
性
高
血
圧
」
と
い
っ

て
、
病
院
に
来
る
だ
け
で
緊
張
し
て

血
圧
が
上
が
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。
特
に
年
を
と
っ
て
血
管
が

硬
く
な
る
と
、
わ
ず
か
な
刺
激
が
、

大
き
な
血
圧
の
変
動
と
な
っ
て
表
れ

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
高
齢
者

の
方
ほ
ど
家
庭
で
普
段
か
ら
な
る
べ

く
同
じ
時
間
、
同
じ
条
件
で
測
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
。
大
切
な
こ
と

は
、
血
圧
は
常
に
変
動
す
る
も
の
と

心
得
て
、測
定
値
に
一
喜
一
憂
せ
ず
、

継
続
的
に
記
録
す
る
こ
と
で
す
。

　

家
庭
で
血
圧
を
測
る
場
合
、
朝
の

起
床
後
１
時
間
以
内
・
食
前
・
排
尿

後
、
あ
る
い
は
夜
の
就
寝
前
に
測
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。
入
浴
後
や
食
事

の
直
後
は
血
圧
の
変
動
が
激
し
い
の

で
避
け
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
朝
起

き
て
す
ぐ
の
血
圧
測
定
は
大
切
で

す
。
人
に
よ
っ
て
は
、
夜
間
か
ら
明

け
方
に
か
け
て
、
急
激
に
血
圧
が
上

昇
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
人
は
、
心
臓
病
や
脳
血
管
障
害

を
起
こ
し
や
す
い
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
夜
眠
っ
て
い
る
間
の
血
圧

は
朝
の
血
圧
値
に
表
れ
や
す
い
た

め
、
朝
の
血
圧
測
定
が
重
要
な
の
で

す
。

　

血
圧
は
初
回
の
測
定
値
が
高
く
て

も
２
回
、
３
回
と
回
数
を
重
ね
る
と

低
く
な
り
、
ほ
ぼ
一
定
に
落
ち
着
き

ま
す
。
安
心
し
た
い
が
た
め
、
低
い

値
を
出
そ
う
と
何
度
も
測
る
方
が
い

ま
す
が
、
１
回
で
充
分
で
す
。
家
庭

血
圧
測
定
は
長
期
間
測
る
こ
と
が
原

則
で
あ
り
、
数
多
い
値
か
ら
平
均
値

を
と
り
得
る
と
こ
ろ
に
本
質
が
あ
り

ま
す
。
常
に
使
い
や
す
い
場
所
に
血

圧
計
を
置
い
て
、
家
庭
で
の
血
圧
測

定
を
、
健
康
な
暮
ら
し
を
続
け
る
た

め
の
新
し
い
習
慣
に
し
て
み
る
こ
と

を
お
薦
め
し
ま
す
。

「
家
庭
で
の
血
圧
測
定
」

みどり薬局刈田病院前店　薬剤師

伊藤　太一

豚肉の
ロールカツ
彩りがよく、

おもてなしの一品として
ぜひお試しくださいエネルギー161kcal／たんぱく質9.5g／塩分 0.4g

豚ももスライス 20g×4枚

スライスチーズ 40g

ニンジン 20g

サヤインゲン 40g

焼きのり 1枚

ブロッコリー 120g

レモン 1/4個

コショウ 少々

卵 30g

小麦粉 10g

パン粉 10g

揚げ油 20g

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
白
石

菅
谷　

恵
子
さ
ん（
白
川
）

〈
作
り
方
〉

❶
豚
肉
は
広
げ
て
塩
、コ

シ
ョ
ウ
を
ふ
る
。

❷
ニ
ン
ジ
ン
は
拍
子
切
り

に
す
る
。イ
ン
ゲ
ン
は

ニ
ン
ジ
ン
の
長
さ
に
合

わ
せ
て
一
緒
に
ゆ
で

る
。ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は

食
べ
や
す
い
大
き
さ
に

分
け
て
ゆ
で
る
。

❸
豚
肉
に
の
り
、チ
ー
ズ

の
順
に
乗
せ
、ニ
ン
ジ

ン
、イ
ン
ゲ
ン
を
巻
い

て
よ
う
じ
で
止
め
、小

麦
粉
、溶
き
卵
、パ
ン
粉

の
順
に
衣
を
つ
け
て
油

で
揚
げ
る
。１
個
を
２

つ
に
切
り
分
け
て
レ
モ

ン
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を

添
え
る
。

●こころの保健事業　（場所：健康センター）

事業名 対象者 内容 相談日時

こころの相談
（精神保健福祉相談）心の健康問題を抱える人およびその家族 精神科医による個別相談

1月 9日（火） 9:30～12:00
2月 6日（火） 9:30～12:00

もの忘れ相談
（認知症相談） もの忘れ、認知症の方およびその介護で悩む方々 精神科医による個別相談

1月17日（水）13:00～15:00
2月 7日（水）13:00～15:00

※相談を受ける方は、事前に予約が必要です。ご利用の方は健康推進課（☎22-1362）にお問い合わせください。

●健康プラン21　　しろいし健康プラン21では、適正体重の維持・適塩生活・毎日朝食をとることをすすめています

平成18年度の基本健康診査の結果では、40歳以上の約3割が肥満と判定されています。
「身長（m）×身長（m）×22=理想的な適正体重（kg）」です。（例えば身長160cmの人の場合：1.6m×1.6m×22＝56.32kg）
バランスのとれた食生活・3食食べることを心掛け、健康な体づくりに取り組みましょう。

●仙南保健福祉事務所からのお知らせ　（場所：仙南保健福祉事務所） ◎印は、相談員によるカウンセリングのみ

事業名 対象者 内容 相談日時

アルコール専門相談 アルコールの問題を抱えている本人およびその家族 精神科医、相談員による個別相談 ◎
◎

1月5日（金）
2月2日（金）

13:00～15:00
13:00～15:00

思春期・引きこもり
専門相談

思春期の心の問題を抱えた本人および
その家族、関係者、ひきこもりの状態の本人
および家族、関係者

精神科医による相談、診察および
相談員によるカウンセリング

◎

◎

1月12日（金）
1月26日（金）
2月9日（金）
2月23日（金）

13:00～15:00
13:00～15:00
13:00～15:00
13:00～15:00

※相談を受けたい方は事前予約が必要です。ご利用の方は仙南保健福祉事務所　母子障害班（☎0224-53-3132）にお問い合わせください。
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■人口　39,513人（前月比）－25人　　■世帯数

19,359 20,154 13,835
※住民基本台帳から
　11月30日現在

市内の交通事故
事故発生件数 61件 （695件）
死 亡 者 数 0人 （1人）
負 傷 者 数 15人 （170人）
物 損 件 数 48件 （568件）

市内のシートベルト
着用率

12月1日　14:00～14:15　95.4％
（舞鶴会館前交差点）

11/1 ～ 11/30
（　）は累計

1月の定例相談会
相談種別 相談日時・会場

人権擁護 1月15日（月）　10:00～15:00市庁舎２階　第２会議室

行 政 1月15日（月）　10:00～15:00市庁舎２階　第２会議室

税 務

電話での相談のみとなります。国税に
関するご相談は、仙台国税局・電話相
談センターまでお問い合わせください。
（0022-221-3007または0022-783-7842）

社会保険 1月15日（月）　9:10～15:30市庁舎３階　第３会議室

無料法律 1月15日（月）　10:00～15:00市庁舎5階　第3委員会室

農 家 1月10日（水）　10:00～12:00農林振興センター

精神保健 1月9日（火）　9:30～12:00健康センター（要予約022-1362）

もの忘れ 1月17日（水）　13:00～15:00健康センター（要予約022-1362）

障 害 者 1月10・24日（水）　13:00～15:00福祉プラザやまぶき

補 聴 器
巡 回
サービス

（リオン）
1月11日（木）・24日（水）13:00～14:00
（ワイデックス）
1月30日（火）13:00～14:00
市庁舎１階　東側和室

母子寡婦 随時（仙南保健福祉事務所）（00224-53-3132）

平成19年白石市消防　　  初式出
　消防団伝統階子隊の演技披露やひ
かり幼稚園幼年消防クラブによるア
トラクションのほか、消防車両70
台によるパレードなどを行います。
●日時　1月8日（祝）　9:00～
・10:55～　伝統階子隊の演技
・11:30～　消防車両のパレード
●場所　ホワイトキューブ
※当日の午前7時、市内一斉にサイ
レン吹

すい

鳴
めい

を行いますので、火災と間
違わないようご注意ください。
問生活環境課　022-1314

　生活基盤の整備や福祉事業などの
ため、次の方々からご寄附をいただき
ました。紙上からお礼申し上げます。
小原地区民文化祭代表　石塚佳一郎
氏、海上寛氏、白石ライオンズクラ
ブ代表　丹野哲男氏、長井ライオン
ズクラブ会長　青木一氏、㈱柴田工
芸社代表取締役　柴田康武氏、沢田
久美子氏、113カラオケ会会長　石
塚佳一郎氏

　紙上から
礼申し上げますお

～自治基本条例って？
一緒に学びましょう～

●日時　1月27日（土）13:30～15:30
●会場　白石市民活動支援センター
　　　　（市スポーツセンター隣）
●対象　どなたでも結構です。
●定員　20名（先着順）
●主催　地域社会研究会
●申し込み・問い合わせ先
白石市民活動支援センター・丸山
022-6880　422-6881

テーマ「家族の肖像」
　「二十億光年の孤独」などの詩集、
スヌーピーでおなじみのマンガ「ピ
ーナッツ」の翻訳、エッセイ、自作
朗読などで活躍されている谷川俊太
郎氏と、俊太郎氏の息子で、NHK「そ
の時歴史が動いた」などの作曲を手

　全国的に「いじめ」が社会問題と
なっていることに伴い、教育委員会
に「いじめ問題等対策室」を設置し
ました。
　対策室には、専用のメールアドレ
スと電話回線を用意しており、メー
ルについては24時間体制で、児童
や生徒などの相談に応じます。
　このメールアドレスは「命」と「愛」
などの思いを込めて、「アイライン」
と名付けられ、市内の小、中学校と
幼稚園にメールアドレスと電話番号
を記載したプレートを設置するなど
して、啓発に努めるとともに、気軽
に相談できる体制を整えています。

掛けたピアニスト・谷川賢作氏との
朗読とピアノのコンサート。
　美しく静かに共鳴し合う声とピア
ノが心に深く染み渡ります。
●日時　1月13日（土）14:00～15:30
●会場　ホワイトキューブ
　　　　（コンサートホール）
●出演
谷川　俊太郎 氏（詩人）
谷川　賢作 氏（ピアニスト／作・編曲家）
●定員　600名ほど
※入場整理券を市役所市民課、生涯
学習課、各公民館などの各窓口で配
布しています。
●主催・問い合わせ先
白石市生涯学習フェスティバル実行
委員会（事務局:生涯学習課）022-1327

“まちの　　  法”をつくろう憲

　市では、平成19・20年度の建設
工事、コンサル業務、物品納入、役
務提供の競争入札に参加する業者を
次の通り受け付けます。
●受付期間　2月1日（木）～15日（木）
※土・日・祝日を除きます。
●受付時間　9時～16時
（11時30分～13時を除く）
●受付場所　市庁舎4階第4会議室
●有効期間　平成19年4月1日～平
成21年3月31日の2年間
※申込要領や申請書類は1月10日
（水）から財政課で配布します。
　また、市ホームページからもダウ
ンロードできます。
問財政課契約係　022-1332

　　争入札参加申し込み受け付け競
　市民の方、市内外にお住まいの外国
人の方、関係団体の方を対象に、交流を
通して世界平和の輪を広げるために、恒
例の新春パーティーを開催します。
●日時　2月4日（日）11:00～
●場所　中央公民館
●主催　白石ユネスコ協会
●対象者　市民、外国人、白石ユネ
スコ協会員
●参加費　1人1,000円（中学生以下
無料）
●申し込み方法　中央公民館備え付
けの申込書に参加費を添えて1月24
日（水）までに、中央公民館にお申し
込みください。
問中央公民館　026-2453

国際交流新　　  パーティー春

　また、今月から「アイライン」を
はじめとして、DV・セクハラ、青少年、
消費生活相談、家庭児童の5つの相
談窓口について、広報紙の裏表紙に
分かりやすく掲載しましたので、お困
りの方は、お気軽にご相談ください。

第14回白石市生涯学習フェスティバル事業
　　川俊太郎・谷川賢作　～朗読と音楽のコンサート～谷

教育委員会に「いじめ問題等対策室」を設置しました

▲谷川　俊太郎 氏

●日時　1月28日（日）8:45集合
●会場　中央公民館　講座室
●参加費　1,200円（昼食代など）
　　　　　中学生以下は600円
●参加資格　市民など
●対戦方法　参加者の実力に応じて組
み分けを行い、組ごとに対戦者を決定。
●申し込み方法　各公民館に用意し
てある申込書に、参加費を添えて
1月18日（木）までに中央公民館にお
申し込みください。
問中央公民館　026-2453

第45回新春囲碁・　　  棋大会将

　平成18年度の宮城県最低賃金が下
記の金額に決定しました。
●宮城県最低賃金（時間額）　628円
●宮城県産業別最低賃金（時間額）
・鉄鋼業　736円
・電気機械器具、情報通信機械器具、
電子部品・デバイス製造業　708円

・自動車小売業　712円
問宮城労働局労働基準部賃金室
　0022-299-8841

　東日本放送の｢みやぎふるさとＣＭ
大賞｣に、今年は｢歩きたくなるま
ちしろいし｣と題した作品を出品し
たところ、｢演出賞｣を受賞。年間
30回のＣＭ放映権を獲得しました。
　この発表審査会の模様が下記により
放映されますので、ぜひご覧ください。
■発表審査会放映日時（東日本放送）
1月2日（火）　14:00 ～
問総務課　022-1331

宮城県産業別最　　  賃金の改正低

入場無料

▲谷川　賢作 氏

テーマ「楽しく年齢（とし）をとろう」
～アニメの「サザエさん」は
 年齢（とし）をとらないけど…～

●講師　加藤　みどりさん

●日時　3月10日（土）14時～
●会場　中央公民館　大ホール
※入場整理券を中央公民館のほか、
各公民館、あしたば白石、アルタ白
石、図書館、市役所市民課の各窓口
で、2月初旬ごろから配布します。
　「公民館まつり」は公民館で生涯
学習に取り組んでいる方々の祭典
で、今年は3月9日（金）～11日（日）に
開催します。文化講演会のほか、芸
能発表会や各団体の作品展示が行わ
れます。詳しくは、広報しろいし3
月号でお知らせします。
問中央公民館　026-2453

第26回　　  民館まつり文化講演会公

　市が管理する道路のボランティア
による美化活動を支援する事業「し
ろいしサンキューロード・プログラ
ム」サポーターに、白石ライオンズ
クラブが新たに認定されました。
　11月4日に碧水園で行われた同ク
ラブの45周年記念例会の席上、風
間市長から小川正人会長に認定証が
交付され、関係者全員が市道の美化
に向けて決意を新たにしました。
 同クラブではこのほかにも、市内
の公園に記念植樹を行うといった活
動を行っています。これからも、ど
うぞよろしくお願いします。

■サポーターになるには？
　ボランティア活動に意欲があり、
良好な道路環境づくりに積極的に取
り組んでいただける方であれば、ど
なたでも参加できます。

白石ライオンズクラブがサンキューロードサポーター
に認定されました！

▲学校、幼稚園に設置したプレート

入場無料

参加無料

▲風間市長と握手を交わす小川会長

問建設課　022-1326

2006｢みやぎふるさとCM大賞｣
で演出賞を受賞！

▲
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34古紙パルプ配合率100%の再生紙と、植物性大豆油インキを使用し、
環境にやさしい水なし印刷方式を採用しています。

市の木「ブナ」 市の花「ヤマブキ」 市の鳥「ウグイス」

市・県民税（４期）
国民健康保険税（７期） の納期です

1月は

辰哉さん、由佳さん
ご夫妻の長女・長男

（田町）

パパからひとこと
いつまでも２人仲良くね！

ママからひとこと
これからも

元気いっぱい遊ぼうね！

H19.1

佐々木希星ちゃん・海維くん
き     ら

か    い

※我が家のアイドルを募集中！
　詳しくは総務課広報広聴係
　（022-1331）へ

白石女子高等学校外国語指導助手
シャンテル・イノセントさん
　平成16年の夏にイギリス
から来日し、現在白石女子高
等学校の外国語指導助手とし
て活躍されているシャンテル
(漢字表記：思案照)さん。明る
い性格で何事にも一生懸命取

り組み、多くの生徒たちに慕われています。流ちょうな日本語を話し、昨年
９月に行われた2006仙台国際センターまつりの日本語弁論大会では見
事優勝したシャンテルさん。日本の生徒や当市の印象などについてお話を
伺いました。
●なぜ日本で外国語の指導助手をしようと思ったのですか？
　母国の大学に通っていたときに日本人の友達がたくさんいたことや、日
本文化の奥の深さにも触れてみたいと思ったことなど、日本に行こうと
思った理由はたくさんあります。
　その中でも、教師になりたいという夢を実現するため、外国の学校で教
育経験を積もうと思ったことが一番大きかったです。実際、高校で教える中
で、新しい発見もたくさんあり、とても役立っています。
●日本の生徒に接して、どのような印象を持ちましたか？

　日本の生徒はおとなしくて、本当に熱
心に勉強します。普段、公の場では自分
の意見を言うことに控え目ですが、親し
い間柄の人とは自然に話せます。私が初
めて学校に行ったときも、打ち解けてく
れるまで時間がかかりましたが、最近で
は気軽に声を掛けてくれるようになりま
した。とてもうれしく思っています。

●市内外でさまざまなことに挑戦していると聞きましたが、当市にはどの
ような印象をお持ちですか？
　今も太鼓や琴、お茶を習っていますし、学校の合唱部で取り組んでいる
オペラにも参加するなど、忙しくも楽しい日々を送っています。
　白石は非常に素晴らしいと思います。碧水園で能を勉強したこともあり
ましたが、さまざまな文化施設や団体・サークルがあり、日本文化を満喫で
きます。夏まつりや着物まつりにも参加しましたが、とても楽しい経験をさ
せていただきました。今後もいろいろなことにチャレンジしていきたいと思
います。
●市民の皆さんへのメッセージをどうぞ！
　外国での生活は言葉の壁や生活習慣の違いなど、とても大変なことが
たくさんあります。しかし、さまざまな体験
を通して自分の視野を広げられることは、
貴重な財産になります。白石の皆さんも、
一度ぜひ、外国で生活してみてはいかが
でしょうか。大変なこともたくさん、楽しい
こともたくさん。きっと良き経験となるは
ずです。私は白石に来て本当に良かった
と思います。今後とも頑張っていきたいと
思いますので、よろしくお願いします。
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「夜間納税総合窓口」開設のお知らせ（市で取り扱うすべての税金・料金の納入）
　仕事などでお忙しい方、ぜひ利用ください。
●日時　1月31日（水）・2月1日（木）　17:30～19:30（市税は、17:30～20:00）
●場所　市庁舎１階　収納管理室ほか

馬場　麻菜さん
（白二小・２年） 

ま　 な

かいじゅうのバラード

●ＤＶ・セクハラ相談
毎週月･水･金　9:00～16:30
男女共同参画相談支援センター（ふれあいプラザ内）
※電話相談も実施しています。（☎22-6035）

●家庭児童相談
毎週月～金　8:30～16:00
総合福祉センター　☎22-1400

●青少年相談
毎週月･火･木･金　8:30～16:30
市庁舎４階　青少年相談センター　☎22-1342（内線445）

●消費生活相談
毎週月･水･金　9:00～16:00
消費生活相談室（いきいきプラザ内）　☎22-0783

●いじめ相談（アイライン）
【24時間受け付け】
E-meil：i-line@city.shiroishi.miyagi,jp
※電話相談も実施しています。（毎週月～金　8:30～16:30）
いじめ問題等対策室（白石市教育委員会内）　☎22-1350

▲昨年秋に行われた市民文化祭では
　雄壮な和太鼓の演奏を披露（左）

▲白石女子高校で英語の授業。教室は
明るい雰囲気に包まれます！

▲昨年９月の日本語弁論大会で見事優勝したシャンテルさん。
　賞状を手に、にっこりほほ笑んでくれました。


